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現場説明書 
 

１ 工事名称  三笠中学校バリアフリー改修工事 

 

２ 工事場所  阿久根市 脇本 地内 

 

３ 工事内容  バリアフリー改修工事 一式 

 

４ 工事期間 着 手 契約日以降 

  完 成 着手日から 120 日間 

 

５ 支払条件 阿久根市会計規則による。 

 

６ 質疑回答 質疑  令和８年６月 24 日 17 時迄に書面により阿久根市役所財政課管財係に提

出すること。（質疑のない場合は不要。） 

 回答 令和８年６月 26 日 17 時迄に回答する。 

 

７ 設計内訳明細書（数量表及び見積採用価格）を入札見積りの参考資料として公開する。 

記載の数量は「公共建築数量積算基準」及び「公共建築設備数量積算基準」による設計数量、計

画数量又は所要数量となっており、実際の施工に必要な数量と合わないことがあるので十分注意

すること。また、見積採用単価については、実取引価格を各自で確認した上で入札見積を行うこと。 

入札見積り時や工事着手前に、入念に精査した上で、疑義があれば、質疑書などにより、早期の

解消に努めること。 

 

８ 「週休２日」試行工事について 

⑴ 本工事は、「週休２日」試行工事の対象である。 

⑵ 試行に当たっては、『「週休２日」試行工事実施要領』に基づき行うものとする。 

⑶ 実施要領は、阿久根市ホームページから取得できる。 

 

９ 「快適トイレ」試行工事について 

 ⑴ 本工事は、「快適トイレ」試行工事の対象である。 

 ⑵ 試行に当たっては、『阿久根市の建設現場における「快適トイレ」設置の試行要領』に基づき

行うものとする。 

 ⑶ 試行要領は、阿久根市ホームページから取得できる。 

 

10 落札者の遵守事項 

⑴ 建設業退職金共済制度（以下「建退共」という。）の普及徹底について 

① 建設業者は、特殊法人・建設業・清酒製造業・林業退職金共済組合（以下「組合」という。）

に加入するとともに、その建退共の対象となる労務者について、証紙を購入し、当該労務者の
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共済手帳に証紙を貼付すること。 

② 工事を受注した建設業者は、組合の発注者用掛金収納書を契約締結後、工程表と共に提出す

ること。 

③ 建設業者が、下請け契約を締結する際は、下請け業者に対してこの制度の趣旨を説明し、必

要な建退共の証紙を現物交付すること。 

④ 下請け業者の規模が小さく、管理事務の処理の面で、万全で無い場合は元請業者に組合加入

手続き及び組合関係事務の処理を委託する方法もあるので、元請業者は、積極的に受託するよ

うにすること。 

⑤ 「建設業退職金共済制度適用事業主工事現場」である旨の標識を現場に掲示すること。 

⑵ 建設工事請負契約書標準書式第 10 条による現場代理人等選任（変更）通知書に監理技術者資

格証等の写しを添付すること。 

⑶ 工事実績情報として「工事カルテ」を作成する必要がある場合には、「カルテ」を作成後、監

督職員に提出し、承諾を受けた後に(財)日本建設情報総合センター(JACIC)に登録するとともに、

登録結果を監督職員に報告する。 

⑷ 工事用仮設電力、工事用水、工事用電話、工事用事務所は業者負担とし、本工事には、本工事

に関連する工事の完了引渡日が属する月の電気料及び水道料（基本料金を含む）を含むものとす

る。 

⑸ 契約後、速やかに実施工程表を提出し承諾を受けると共に、毎月 20 日までに月末見込の工事

出来高報告書（県指定様式）を提出すること。 

⑹ 敷地内運搬路、作業場等は、工事完成後原形に復し、検査を受けること。 

⑺ 工事に支障を生じる地中埋設物又は架線等の移設復旧は、原則、本工事に含むものとする。な

お、仮囲い、矢板打込み及び基礎根切り等においては、事前に地中埋設物の確認を行い十分に注

意しながら作業を行うこと。 

⑻ 再生資源の使用に努めること。（再生クラッシャーラン等） 

⑼ 養生はリサイクルボ－ドをなるべく活用すること。 

⑽ 下請契約及び下請代金支払の適正化並びに施工管理の徹底については、国土交通省土地・建設

産業局長通知(Ｈ29.12.1 付国土建推第 27 号)によること。 

⑾ 工事の着手は、監督職員と作業日程や安全面での打合せを十分に行い、総合仮設計画を作成し、

承諾を得てから行うこと。 

⑿ 国土交通省が定めた写真管理基準を満たした電子媒体による写真とすること。 

⒀ 工事完成後は、竣工図を作成し CAD データで提出すること。 

⒁ 地域行事等については事前に把握し、地域住民等と協議し特に支障のある場合は工事を行わ

ないなどの措置をとること。(地域行事や近隣学校施設等の行事など) 

⒂ 工事用通路や仮囲いは、図に示すとおりとするが、事前に監督職員と打合わせを行うこと。（必

要な場合はロープ等により安全対策を行うなど対策を行うこと。） 

⒃ ヤンバルトサカヤスデのまん延を防止するため、当該現場での土壌や植物等の搬出入に当た

っては、別途「ヤンバルトサカヤスデのまん延防止対策について」を参考に、十分注意を払うと

ともに、ヤンバルトサカヤスデの棲息が確認された場合は、まん延防止対策を講ずる必要がある

ため、棲息状況等の調査を行い、監督職員に報告すること。 

⒄ 本工事により発生する建設廃棄物のうち、焼却施設及び最終処分場に搬入する産業廃棄物に
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は、産業廃棄物税が課税されるので適正に処理すること。 

⒅ 特定建設資材の分別解体・再資源化等については、建設リサイクル法第９条に該当しない建設

工事においても、再資源化するものとする。 

⒆ 再生資源利用計画書及び再生資源利用促進計画書については、着手前に全ての工事において

提出すること。また、工事完了後その実施書についても提出すること。この場合、建設副産物情

報交換システム（COBRIS）の利用を推奨する。 

⒇ 産業廃棄物管理票（マニフェスト）の提出 

本工事の施工により発生する産業廃棄物については、処分状況等の記録（Ｅ票の写し及び産業

廃棄物管理票（マニフェスト）総括表（別添様式１））を工事完成図書に添付すること。なお、

工事完了時点で最終処分が完了せず、Ｅ票が処分業者より返送されていない場合は、Ａ票、B2票

及びＤ票のうち直近に返送されたものの写しを添付すること。ただし、この場合においても、最

終処分が完了し、Ｅ票が処分業者より返送され次第、直ちに同票の写しを提出すること。 

(21)産業廃棄物管理型最終処分場へ搬出する廃棄物が発生した場合は、「エコパークかごしま」を

積極的に活用すること。 

(22)工事の実施に当たっては、「阿久根市環境改善実施要領（工事編）」に基づき、受発注者相互に

協力し取り組むこと。当該実施要領は、阿久根市ホームページから取得できる。 

【安全対策について】 

(23)工事による危害防止等には十分な安全計画を立てること。(第三者への安全計画･対策を含む。) 

(24)工事期間中の騒音安全等には十分配慮して施工し、周囲の工作物等を破損した場合は、速やか

に原形に復すると共に、第三者等に対する苦情処理も的確に行うこと。 

(25)地域住民等及び第三者の安全に特に注意する必要があるため、各施工業者と協力して安全協

議会等を設置し、必要に応じて誘導員を配置するなど安全対策に努めること。 

(26)本工事区域の前面道路等周辺は、多くの近隣学校の生徒、一般歩行者が通行していることを工

事関係車両運転者その他工事関係者全員に周知させ、安全確保に細心の注意を払うとともに、工

事車両は近隣住宅付近、道路上に駐車、待機を行わないこと。また、場内待機の車両は、作業段

取りをする車両を除き、アイドリングストップを心がけること。 

(27)現場作業及び資材搬入のある日は、必要に応じて交通誘導員等を配置し、安全対策を徹底する

こと。 

(28)工事関係車両の工事区域への出入りは、渋滞防止と安全性の面から原則、左折のみとするが、

時間帯等を考慮し交通誘導員の指示により出入りすることとする。 

(29)本工事において、受注者は法定外保険の労災保険に付さなければならない。工事請負契約書第

54 条（火災保険等）において、受注者は保険契約を締結したときは、その証券等を発注者に提示

し、法定外の労災保険への付保の状況の確認を受けること。 

(30)本工事の共通費において、現場従業員及び現場雇用労働者の墜落制止用器具費が含まれてい

る。作業床・手すり等の設置が困難な場合には、労働者の危険を防止する手段として、墜落制止

用器具の使用を講じること。 

(31)使用材料については、図面上の仕様と同等以上とし、施工前に必要な試験等を行い、施工計画

書は監督職員の承諾を受けること。 

(32)工事中に発生する残土については、適切に処分すること。 



工事名称 三笠中学校バリアフリー改修工事

工事場所 阿久根市　脇本　地内

金  　　　　　円
（ 工事価格 金  　　　　　円 ）

施設名称：三笠中学校
施設用途：中学校
工事種別：改修
工    期：４か月（120日間）

閲覧設計書

阿久根市都市建設課



工事費内訳 1

名　　　　　　　　　　　　称 数　　　量 単位 金　　　　　　　　　額 備　　　　　　考

直接工事費      CM  コメント

建築工事        CK  直接工事費
1   

式
計 CKK 直接工事費計

共通費          CM  コメント

  共通仮設費    KK  共通仮設費
1   

式
  現場管理費    KG  現場管理費

1   
式

  一般管理費等  KI  一般管理費等
1   

式
計 KS  共通費計

CM  コメント

工事価格        KKK 工事価格
1   

式
消費税等相当額  

1   消費税率 10 ％
式

工事費          KH  工事費
1   

式
CM  コメント

調査基準価格 CH  調査基準価格
1   

式
調査基準価格の100/110 CH2 調査基準価格割戻

1   
式

阿久根市都市建設課



工事種別内訳 2

名　　　　　　　　　　　　称 数　　　量 単位 金　　　　　　　　　額 備　　　　　　考

建築工事        WP
1   

式
計

阿久根市都市建設課



建築工事　種目別内訳 3

名　　　　　　　　　　　　称 数　　　量 単位 金　　　　　　　　　額 備　　　　　　考

柔剣道場        WP
1   

式
校長室・理科室棟・職員室棟 WP

1   
式

技術室棟        WP
1   

式
パソコン室棟    WP

1   
式

計

阿久根市都市建設課



建築工事　科目別内訳 4

名　　　　　　　　　　　　称 数　　　量 単位 金　　　　　　　　　額 備　　　　　　考

直接仮設        001
1   

式
土工            002

1   
式

地業            003
1   

式
鉄筋            004

1   
式

コンクリート    005
1   

式
型枠            006

1   
式

タイル          011
1   

式
屋根及びとい    013

1   
式

金属            014
1   

式
左官            015

1   
式

とりこわし      021
1   

式
機械設備        WP

1   
式

計

建築工事  科目別内訳

名　　　　　　　　　　　　称 数　　　量 単位 金　　　　　　　　　額 備　　　　　　考

直接仮設        001
1   

式
土工            002

1   
式

地業            003
1   

式
鉄筋            004

1   
式

コンクリート    005
1   

式
型枠            006

1   
式

タイル          011
1   

式
屋根及びとい    013

1   
式

金属            020
1   

式
左官            015

1   
式

とりこわし      021
1   

式
計

柔剣道場

校長室・理科室棟・職員室棟

阿久根市都市建設課



建築工事　科目別内訳 5

名　　　　　　　　　　　　称 数　　　量 単位 金　　　　　　　　　額 備　　　　　　考

直接仮設        001
1   

式
土工            002

1   
式

地業            003
1   

式
鉄筋            004

1   
式

コンクリート    005
1   

式
型枠            006

1   
式

タイル          011
1   

式
木              012

1   
式

左官            015
1   

式
塗装            018

1   
式

内外装          019
1   

式
とりこわし      021

1   
式

計

建築工事  科目別内訳

名　　　　　　　　　　　　称 数　　　量 単位 金　　　　　　　　　額 備　　　　　　考

直接仮設        001
1   

式
木              012

1   
式

塗装            018
1   

式
内外装          019

1   
式

金属            020
1   

式
計

技術室棟

パソコン室棟
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建築工事　中科目別内訳 6

科　目　名　称 中　科　目　名　称 数　　量 単位 金　　　　　　　　額 備　　　　　　考

直接仮設        001
1   

式
計

土工            001
1   

式
計

地業            001
1   

式
計

鉄筋            001
1   

式
計

コンクリート    001
1   

式
計

型枠            001
1   

式
計

タイル          001
1   

式
計

屋根及びとい    001
1   

式

建築工事  中科目別内訳

科　目　名　称 中　科　目　名　称 数　　量 単位 金　　　　　　　　額 備　  　　　考

計

金属            WP
1   

式
計

左官            001
1   

式
計

とりこわし      とりこわし      001
1   

式
とりこわし      発生材運搬・処分 002

1   
式

計

機械設備        WP
1   

式
計

柔剣道場

柔剣道場
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建築工事　中科目別内訳 7

科　目　名　称 中　科　目　名　称 数　　量 単位 金　　　　　　　　額 備　　　　　　考

直接仮設        001
1   

式
計

土工            001
1   

式
計

地業            001
1   

式
計

鉄筋            001
1   

式
計

コンクリート    001
1   

式
計

型枠            001
1   

式
計

タイル          WP
1   

式
計

屋根及びとい    001
1   

式

建築工事  中科目別内訳

科　目　名　称 中　科　目　名　称 数　　量 単位 金　　　　　　　　額 備　  　　　考

計

金属            001
1   

式
計

左官            001
1   

式
計

とりこわし      とりこわし      001
1   

式
とりこわし      発生材運搬・処分 002

1   
式

計

校長室・理科室棟・職員室棟

校長室・理科室棟・職員室棟
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建築工事　中科目別内訳 8

科　目　名　称 中　科　目　名　称 数　　量 単位 金　　　　　　　　額 備　　　　　　考

直接仮設        001
1   

式
計

土工            001
1   

式
計

地業            001
1   

式
計

鉄筋            001
1   

式
計

コンクリート    001
1   

式
計

型枠            001
1   

式
計

タイル          001
1   

式
計

木              001
1   

式

建築工事  中科目別内訳

科　目　名　称 中　科　目　名　称 数　　量 単位 金　　　　　　　　額 備　  　　　考

計

左官            001
1   

式
計

塗装            001
1   

式
計

内外装          WP
1   

式
計

とりこわし      とりこわし      001
1   

式
とりこわし      発生材運搬・処分 002

1   
式

計

技術室棟

技術室棟
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建築工事　中科目別内訳 9

科　目　名　称 中　科　目　名　称 数　　量 単位 金　　　　　　　　額 備　　　　　　考

直接仮設        001
1   

式
計

木              001
1   

式
計

塗装            001
1   

式
計

内外装          WP
1   

式
計

金属            001
1   

式
計

パソコン室棟

阿久根市都市建設課



建築工事　細目別内訳 10

名　　　称 摘　　　　　要 数　　　　量 単位 単　　価 金　　　額 備　　　考

墨出し(外部改修) ｽﾛｰﾌﾟ・階段新設                 建改監 B0-181215 No.1       ※標準

30.9 外壁改修準用
㎡

養生(外部改修)  ｽﾛｰﾌﾟ・階段新設                 建改監 B0-181285 No.1       ※標準

30.9 外壁改修準用
㎡

整理清掃後片付け ｽﾛｰﾌﾟ・階段新設                 建改監 B0-181286 No.1       ※標準

(外部改修)      30.9 外壁改修準用
㎡

計

建築工事  細目別内訳

名　　　称 摘　　　　　要 数　　　　量 単位 単　　価 金　　　額 備　　　考

すきとり        人力土工                        建改監 B0-132233 No.1       ※標準

-                               0.9 根切り人力準用
-                               ｍ3

埋戻し          人力土工           -            建改監 B0-132251 No.1         標準

-                               0.4 
ｍ3

敷きならし      建処 B1-000253 No.1         独自

0.5 
ｍ3

計

柔剣道場 直接仮設

柔剣道場 土工

阿久根市都市建設課



建築工事　細目別内訳 11

名　　　称 摘　　　　　要 数　　　　量 単位 単　　価 金　　　額 備　　　考

砂利地業        切込砕石                        建改監 B0-133421 No.1         標準

2   
ｍ3

計

建築工事  細目別内訳

名　　　称 摘　　　　　要 数　　　　量 単位 単　　価 金　　　額 備　　　考

鉄筋            本土（長島を含む）              建改監 B1-000162 No.1         独自

異形棒鋼 SD295  D10mm           0.08
ｔ

鉄筋            本土（長島を含む）              建改監 B1-000162 No.1         独自

異形棒鋼 SD295  D13mm           0.01
ｔ

鉄筋加工組立    小型構造物                      建改監 B0-436212 No.1         補単

-                  -            0.08
ｔ

鉄筋運搬        4t車 30km程度  細物             建改監 B1-000258 No.1         独自

0.08
ｔ

ﾜｲﾔｰﾒｯｼｭ        6φ　150×150                   建改監 B1-000002 No.1         独自

24.6 
㎡

鋼材スクラップ  鉄　H3                          建処 物価資料　資材 1
2.2 

kg
あと施工ｱﾝｶｰ    差し筋ｱﾝｶｰ                      建改監 物価資料　施工 1

D10                             123   
本

計

柔剣道場 地業

柔剣道場 鉄筋

阿久根市都市建設課



建築工事　細目別内訳 12

名　　　称 摘　　　　　要 数　　　　量 単位 単　　価 金　　　額 備　　　考

コンクリート    北薩③                          建改監 B1-000161 No.1       ※独自

普通ｺﾝｸﾘｰﾄ                      0.1 
18-18-20　　捨コン              ｍ3

コンクリート    北薩③                          建改監 B1-000161 No.1         独自

普通ｺﾝｸﾘｰﾄ(ｽﾗﾝﾌﾟ15)             4.1 
21-15-20                        ｍ3

ｺﾝｸﾘｰﾄ打設手間  捨てｺﾝｸﾘｰﾄ     人力打設         建改監 B0-134215 No.1         協参

-                    S15～S18   0.1 
ｍ3

ｺﾝｸﾘｰﾄ打設手間  小型構造物     人力打設         建改監 B0-134215 No.1         参考

工作物の基礎程度     S15～S18   4.1 
ｍ3

計

建築工事  細目別内訳

名　　　称 摘　　　　　要 数　　　　量 単位 単　　価 金　　　額 備　　　考

型枠            普通合板型枠                    建改監 B0-434411 No.1         シ単

-                  基礎部       3.6 
-                               ㎡

型枠            打放合板型枠B種                 建改監 B0-434411 No.1         補単

壁式構造           基礎部       3.8 
-                               ㎡

型枠運搬費      4ｔ車  30㎞程度 往復            建改監 B0-434421 No.1         市場

7.3 
㎡

打放し面補修    B 種 ｺｰﾝ処理無 部分目違いばらい 建改監 B0-134441 No.1         協議

3   
㎡

計

柔剣道場 コンクリート

柔剣道場 型枠

阿久根市都市建設課



建築工事　細目別内訳 13

名　　　称 摘　　　　　要 数　　　　量 単位 単　　価 金　　　額 備　　　考

階段ﾉﾝｽﾘｯﾌﾟﾀｲﾙ  材工共                          建改監 代価表    0002
(垂れ無)張り    150*60                          8.7 

ｍ
計

建築工事  細目別内訳

名　　　称 摘　　　　　要 数　　　　量 単位 単　　価 金　　　額 備　　　考

縦樋継手75φ    建改監 給排水 3
修繕・既存撤去処 1   21,600   
分              式

計

柔剣道場 タイル

柔剣道場 屋根及びとい

阿久根市都市建設課



建築工事　細目別内訳 14

名　　　称 摘　　　　　要 数　　　　量 単位 単　　価 金　　　額 備　　　考

鋼製ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ    横断用(枠付)   細目 平型        建改監 B0-235835 No.1       ※協議

溝ふた          歩行用 ﾎﾞﾙﾄ固定無 溝幅250       4   
ｍ

鋼製ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ    U字溝　溝幅250                  建改監 代価表    0003
溝ふた          2   

ｍ
ステンレス製    建改監 金属 1
手すりＡ        1   365,000   

か所
ステンレス製    建改監 金属 2
手すりＢ        1   161,000   

か所
排水ﾕﾆｯﾄ        W150　L1800                     建改監 排水ﾕﾆｯﾄ 1

2   154,000   
組

計

建築工事  細目別内訳

名　　　称 摘　　　　　要 数　　　　量 単位 単　　価 金　　　額 備　　　考

床コンクリート直 金ごて                          建改監 B1-000298 No.1       ※独自

均し仕上げ（10㎡ 立上り平面                      1   
以下）          僅少（10㎡以下）                式
ｺﾝｸﾘｰﾄ面        建改監 物価資料　施工 2
木ごて仕上げ    14.7 

㎡
カラクリート    建改監 物価資料公表価格 1

12.9 
㎡

ｺﾝｸﾘｰﾄ面        建改監 物価資料　施工 3
刷毛引き仕上げ  12.9 

㎡
壁モルタル塗り  金ごて                          建改監 B1-000164 No.1         独自

外壁モルタル仕上げ         厚25 3.9 
-                               ㎡

外装薄塗材 E    ｺﾝｸﾘｰﾄ面  砂壁状 吹付け         建改監 B0-536513 No.1         市加

下地調整費(C-1)共               2.9 
㎡

計

柔剣道場 金属

柔剣道場 左官

阿久根市都市建設課



建築工事　細目別内訳 15

名　　　称 摘　　　　　要 数　　　　量 単位 単　　価 金　　　額 備　　　考

コア抜き        鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ  120～150㎜  75mm    建改監 M0-638311 No.2       ※標準

25   
か所

ｶｯﾀｰ入れ        ｺﾝｸﾘｰﾄ面 厚さ20～30㎜           建改監 B0-339172 No.1         標準

14.5 
ｍ

ｶｯﾀｰ入れ        ﾓﾙﾀﾙ面   厚さ20～30㎜           建改監 B0-339172 No.1         標準

1.7 
ｍ

床ﾓﾙﾀﾙ･床人研ぎ 集積共                          建改監 B0-286221 No.1         標準

撤去            6.4 
㎡

ｺﾝｸﾘｰﾄ撤去      鉄筋切断共 ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾚｰｶ 集積共   建改監 B0-184211 No.1         標準

10   
ｍ3

木製すのこ撤去  集積共                          建改監 B0-284213 No.1       ※標準

2.2 床組撤去　ころばし準用
㎡

ｽﾃﾝﾚｽﾏｯﾄ撤去    集積共                          建改監 B0-288231 No.1       ※標準

0.9 ｶｰﾍﾟｯﾄ撤去準用
㎡

木製下駄箱撤去  集積共                          建改監 B0-284324 No.1       ※標準

1.7 壁下地撤去準用
㎡

砕石撤去        集積共                          建改監 B0-185417 No.1       ※標準

1.2 CB撤去　人力準用
ｍ3

床ﾀｲﾙ撤去       下地ﾓﾙﾀﾙ共 集積共               建改監 B0-283211 No.1         標準

0.7 
㎡

発生材積込み    ｺﾝｸﾘｰﾄ類     人力               建改監 B0-389511 No.1         標準

10.3 
ｍ3

発生材積込み    ﾎﾞｰﾄﾞ･木材類 人力               建改監 B0-389511 No.1         標準

0.7 
ｍ3

発生材積込み    砕石類     人力                 建改監 B0-389511 No.1       ※標準

1.2 ｺﾝｸﾘｰﾄ類準用
ｍ3

発生材積込み    ﾀｲﾙ類     人力                  建改監 B0-389511 No.1       ※標準

0.01 ｺﾝｸﾘｰﾄ類準用
ｍ3

計

建築工事  細目別内訳

名　　　称 摘　　　　　要 数　　　　量 単位 単　　価 金　　　額 備　　　考

撤去材運搬      ﾀﾞﾝﾌﾟﾄﾗｯｸ    2t積級             建改監 B0-281121 No.1         標準

人力積込     無筋ｺﾝｸﾘｰﾄ類       10.3 
DID区間無し  2.5㎞以下          ｍ3

撤去材運搬      ﾀﾞﾝﾌﾟﾄﾗｯｸ    2t積級             建改監 B0-281121 No.1         標準

人力積込     木材類             0.7 
DID区間無し 27.5㎞以下          ｍ3

撤去材運搬      ﾀﾞﾝﾌﾟﾄﾗｯｸ    2t積級             建改監 B0-281121 No.1       ※標準

人力積込     砕石類             1.2 無筋ｺﾝｸﾘｰﾄ類準用
DID区間無し  2.5㎞以下          ｍ3

撤去材運搬      ﾀﾞﾝﾌﾟﾄﾗｯｸ    2t積級             建改監 B0-281121 No.1       ※標準

人力積込     ﾀｲﾙ類              0.01 石こうﾎﾞｰﾄﾞ類準用
DID区間無し  2.5㎞以下          ｍ3

撤去材運搬      ﾀﾞﾝﾌﾟﾄﾗｯｸ    2t積級             建改監 B0-281121 No.1       ※標準

人力積込     ｽﾃﾝﾚｽ類            0.01 木材類準用
DID区間無し 27.5㎞以下          ｍ3

発生材処分      ｺﾝｸﾘｰﾄ類                        建処 (見積り・刊行物等)
10.3 3,000   

ｍ3
発生材処分      木材類                          建処 (見積り・刊行物等)

0.7 6,000   
ｍ3

発生材処分      砕石類                          建処 (見積り・刊行物等)
1.2 3,000   ｺﾝｸﾘｰﾄ類準用

ｍ3
発生材処分      ﾀｲﾙ類                           建処 (見積り・刊行物等)

0.01 3,000   がれき類準用
ｍ3

スクラップ      ｽﾃﾝﾚｽ　18-8                     建処 物価資料　資材 2
79.3 

kg
計

柔剣道場 とりこわし とりこわし

柔剣道場 とりこわし 発生材運搬・処分

阿久根市都市建設課



建築工事　細目別内訳 16

名　　　称 摘　　　　　要 数　　　　量 単位 単　　価 金　　　額 備　　　考

給水5箇所       建改監 給排水 1
撤去・ｷｬｯﾌﾟ止め 1   19,400   
処理            式
排水管50φ・75φ 建改監 給排水 2
撤去・ｷｬｯﾌﾟ止め 1   15,300   
処理            式

計

建築工事  細目別内訳

名　　　称 摘　　　　　要 数　　　　量 単位 単　　価 金　　　額 備　　　考

墨出し(外部改修) ｽﾛｰﾌﾟ・階段新設                 建改監 B0-181215 No.1       ※標準

90.6 外壁改修準用
㎡

養生(外部改修)  ｽﾛｰﾌﾟ・階段新設                 建改監 B0-181285 No.1       ※標準

90.6 外壁改修準用
㎡

整理清掃後片付け ｽﾛｰﾌﾟ・階段新設                 建改監 B0-181286 No.1       ※標準

(外部改修)      90.6 外壁改修準用
㎡

計

柔剣道場 機械設備

校長室・理科室棟・職員室棟 直接仮設

阿久根市都市建設課



建築工事　細目別内訳 17

名　　　称 摘　　　　　要 数　　　　量 単位 単　　価 金　　　額 備　　　考

すきとり        人力土工                        建改監 B0-132233 No.1       ※標準

-                               0.5 根切り人力準用
-                               ｍ3

埋戻し          人力土工           -            建改監 B0-132251 No.1         標準

-                               0.3 
ｍ3

敷きならし      建処 B1-000253 No.1         独自

0.3 
ｍ3

計

建築工事  細目別内訳

名　　　称 摘　　　　　要 数　　　　量 単位 単　　価 金　　　額 備　　　考

砂利地業        切込砕石                        建改監 B0-133421 No.1         標準

8.1 
ｍ3

計

校長室・理科室棟・職員室棟 土工

校長室・理科室棟・職員室棟 地業

阿久根市都市建設課



建築工事　細目別内訳 18

名　　　称 摘　　　　　要 数　　　　量 単位 単　　価 金　　　額 備　　　考

鉄筋            本土（長島を含む）              建改監 B1-000162 No.1         独自

異形棒鋼 SD295  D10mm           0.05
ｔ

鉄筋            本土（長島を含む）              建改監 B1-000162 No.1         独自

異形棒鋼 SD295  D13mm           0.01
ｔ

鉄筋加工組立    小型構造物                      建改監 B0-436212 No.1         補単

-                  -            0.06
ｔ

鉄筋運搬        4t車 30km程度  細物             建改監 B1-000258 No.1         独自

0.06
ｔ

ﾜｲﾔｰﾒｯｼｭ        6φ　150×150                   建改監 B1-000002 No.1         独自

73.2 
㎡

あと施工ｱﾝｶｰ    差し筋ｱﾝｶｰ                      建改監 物価資料　施工 4
D10                             377   

本
鋼材スクラップ  鉄　H3                          建処 物価資料　資材 3

1.7 
kg

計

建築工事  細目別内訳

名　　　称 摘　　　　　要 数　　　　量 単位 単　　価 金　　　額 備　　　考

コンクリート    北薩③                          建改監 B1-000161 No.1         独自

普通ｺﾝｸﾘｰﾄ(ｽﾗﾝﾌﾟ15)             8.8 
21-15-20                        ｍ3

ｺﾝｸﾘｰﾄ打設手間  小型構造物     人力打設         建改監 B0-134215 No.1         参考

工作物の基礎程度     S15～S18   8.8 
ｍ3

計

校長室・理科室棟・職員室棟 鉄筋

校長室・理科室棟・職員室棟 コンクリート

阿久根市都市建設課



建築工事　細目別内訳 19

名　　　称 摘　　　　　要 数　　　　量 単位 単　　価 金　　　額 備　　　考

型枠            小型構造物用型枠                建改監 B0-434411 No.1         補単

擁壁、囲障の基礎等 -            1.1 
-                               ㎡

型枠            打放合板型枠B種                 建改監 B0-434411 No.1         補単

壁式構造           基礎部       11.6 
-                               ㎡

型枠運搬費      4ｔ車  30㎞程度 往復            建改監 B0-434421 No.1         市場

12.8 
㎡

打放し面補修    B 種 ｺｰﾝ処理無 部分目違いばらい 建改監 B0-134441 No.1         協議

8.4 
㎡

計

建築工事  細目別内訳

名　　　称 摘　　　　　要 数　　　　量 単位 単　　価 金　　　額 備　　　考

階段ﾉﾝｽﾘｯﾌﾟﾀｲﾙ  材工共                          建改監 代価表    0002
(垂れ無)張り    150*60                          12.6 

ｍ
計

校長室・理科室棟・職員室棟 型枠

校長室・理科室棟・職員室棟 タイル

阿久根市都市建設課



建築工事　細目別内訳 20

名　　　称 摘　　　　　要 数　　　　量 単位 単　　価 金　　　額 備　　　考

縦樋継手100φ   建改監 給排水 4
嵩上げ185       6   32,000   

か所
排水・硬質ﾎﾟﾘ   地中配管        50A             建改監 M0-631156 No.2       ※標準

塩化ﾋﾞﾆﾙ管      ｻｯｼ水抜き用                     11   
(VP)            ｍ
排水パイプ50φ  建改監 給排水 5
嵩上げ185       3   11,400   

か所
排水パイプ100φ 建改監 給排水 6
嵩上げ185       1   12,900   

か所
排水パイプ150φ 建改監 給排水 7
嵩上げ185       1   21,200   

か所
計

建築工事  細目別内訳

名　　　称 摘　　　　　要 数　　　　量 単位 単　　価 金　　　額 備　　　考

ステンレス製    建改監 金属 3
手すりＣ        1   353,000   

か所
ステンレス製    建改監 金属 4
手すりＤ        1   363,000   

か所
ステンレス製    建改監 金属 5
手すりＥ        1   515,000   

か所
計

校長室・理科室棟・職員室棟 屋根及びとい

校長室・理科室棟・職員室棟 金属

阿久根市都市建設課



建築工事　細目別内訳 21

名　　　称 摘　　　　　要 数　　　　量 単位 単　　価 金　　　額 備　　　考

ｺﾝｸﾘｰﾄ面        建改監 物価資料　施工 5
木ごて仕上げ    86.7 

㎡
カラクリート    建改監 物価資料公表価格 2

8   
㎡

ｺﾝｸﾘｰﾄ面        建改監 物価資料　施工 6
刷毛引き仕上げ  8   

㎡
計

建築工事  細目別内訳

名　　　称 摘　　　　　要 数　　　　量 単位 単　　価 金　　　額 備　　　考

コア抜き        鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ  120～150㎜  75mm    建改監 M0-638311 No.2       ※標準

49   
か所

ｶｯﾀｰ入れ        ｺﾝｸﾘｰﾄ面 厚さ20～30㎜           建改監 B0-339172 No.1         標準

35.1 
ｍ

ｺﾝｸﾘｰﾄ撤去      鉄筋切断共 ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾚｰｶ 集積共   建改監 B0-184211 No.1         標準

2.9 
ｍ3

木製すのこ撤去  集積共                          建改監 B0-284213 No.1       ※標準

19.9 床組撤去　ころばし準用
㎡

砕石撤去        集積共                          建改監 B0-185417 No.1       ※標準

2   CB撤去　人力準用
ｍ3

発生材積込み    ｺﾝｸﾘｰﾄ類     人力               建改監 B0-389511 No.1         標準

2.9 
ｍ3

発生材積込み    ﾎﾞｰﾄﾞ･木材類 人力               建改監 B0-389511 No.1         標準

1.4 
ｍ3

発生材積込み    砕石類     人力                 建改監 B0-389511 No.1       ※標準

2   ｺﾝｸﾘｰﾄ類準用
ｍ3

計

校長室・理科室棟・職員室棟 左官

校長室・理科室棟・職員室棟 とりこわし とりこわし

阿久根市都市建設課



建築工事　細目別内訳 22

名　　　称 摘　　　　　要 数　　　　量 単位 単　　価 金　　　額 備　　　考

撤去材運搬      ﾀﾞﾝﾌﾟﾄﾗｯｸ    2t積級             建改監 B0-281121 No.1         標準

人力積込     無筋ｺﾝｸﾘｰﾄ類       2.9 
DID区間無し  2.5㎞以下          ｍ3

撤去材運搬      ﾀﾞﾝﾌﾟﾄﾗｯｸ    2t積級             建改監 B0-281121 No.1         標準

人力積込     木材類             1.4 
DID区間無し 27.5㎞以下          ｍ3

撤去材運搬      ﾀﾞﾝﾌﾟﾄﾗｯｸ    2t積級             建改監 B0-281121 No.1       ※標準

人力積込     砕石類             2   無筋ｺﾝｸﾘｰﾄ類準用
DID区間無し  2.5㎞以下          ｍ3

発生材処分      ｺﾝｸﾘｰﾄ類                        建処 (見積り・刊行物等)
2.9 3,000   

ｍ3
発生材処分      木材類                          建処 (見積り・刊行物等)

1.4 6,000   
ｍ3

発生材処分      砕石類                          建処 (見積り・刊行物等)
2   3,000   ｺﾝｸﾘｰﾄ類準用

ｍ3
計

建築工事  細目別内訳

名　　　称 摘　　　　　要 数　　　　量 単位 単　　価 金　　　額 備　　　考

墨出し(外部改修) ｽﾛｰﾌﾟ・階段新設                 建改監 B0-181215 No.1       ※標準

18.6 外壁改修準用
㎡

養生(外部改修)  ｽﾛｰﾌﾟ・階段新設                 建改監 B0-181285 No.1       ※標準

18.6 外壁改修準用
㎡

整理清掃後片付け ｽﾛｰﾌﾟ・階段新設                 建改監 B0-181286 No.1       ※標準

(外部改修)      18.6 外壁改修準用
㎡

(コメント)

％
墨出し(内部改修) 個別改修                        建改監 B0-181214 No.1         標準

3.1 
㎡

養生(内部改修)  個別改修                        建改監 B0-181281 No.1         標準

3.1 
㎡

整理清掃後片付け 個別改修                        建改監 B0-181282 No.1         標準

(内部改修)      3.1 
㎡

(コメント)

養生(内部改修)  個別改修                        建改監 B0-181281 No.1       ※標準

搬出入路部分    4.3 
㎡

整理清掃後片付け 個別改修                        建改監 B0-181282 No.1       ※標準

(内部改修)      4.3 
搬出入路部分    ㎡

計

校長室・理科室棟・職員室棟 とりこわし 発生材運搬・処分

技術室棟 直接仮設

阿久根市都市建設課
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名　　　称 摘　　　　　要 数　　　　量 単位 単　　価 金　　　額 備　　　考

すきとり        人力土工                        建改監 B0-132233 No.1       ※標準

-                               0.6 根切り人力準用
-                               ｍ3

埋戻し          人力土工           -            建改監 B0-132251 No.1         標準

-                               0.3 
ｍ3

盛土(B種)       建改監 B1-000250 No.1         独自

0.1 
ｍ3

敷きならし      建処 B1-000253 No.1         独自

0.2 
ｍ3

計

建築工事  細目別内訳

名　　　称 摘　　　　　要 数　　　　量 単位 単　　価 金　　　額 備　　　考

砂利地業        切込砕石                        建改監 B0-133421 No.1         標準

2.5 
ｍ3

計

技術室棟 土工

技術室棟 地業

阿久根市都市建設課
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名　　　称 摘　　　　　要 数　　　　量 単位 単　　価 金　　　額 備　　　考

鉄筋            本土（長島を含む）              建改監 B1-000162 No.1         独自

異形棒鋼 SD295  D10mm           0.17
ｔ

鉄筋            本土（長島を含む）              建改監 B1-000162 No.1         独自

異形棒鋼 SD295  D13mm           0.17
ｔ

鉄筋加工組立    小型構造物                      建改監 B0-436212 No.1         補単

-                  -            0.33
ｔ

鉄筋運搬        4t車 30km程度  細物             建改監 B1-000258 No.1         独自

0.33
ｔ

ﾜｲﾔｰﾒｯｼｭ        6φ　150×150                   建改監 B1-000002 No.1         独自

6.9 
㎡

あと施工ｱﾝｶｰ    差し筋ｱﾝｶｰ                      建改監 物価資料　施工 7
D10                             178   

本
鋼材スクラップ  鉄　H3                          建処 物価資料　資材 4

9.1 
kg

計

建築工事  細目別内訳

名　　　称 摘　　　　　要 数　　　　量 単位 単　　価 金　　　額 備　　　考

コンクリート    北薩③                          建改監 B1-000161 No.1         独自

普通ｺﾝｸﾘｰﾄ(ｽﾗﾝﾌﾟ15)             3.3 
21-15-20                        ｍ3

ｺﾝｸﾘｰﾄ打設手間  小型構造物     人力打設         建改監 B0-134215 No.1         参考

工作物の基礎程度     S15～S18   3.3 
ｍ3

計

技術室棟 鉄筋

技術室棟 コンクリート

阿久根市都市建設課



建築工事　細目別内訳 25

名　　　称 摘　　　　　要 数　　　　量 単位 単　　価 金　　　額 備　　　考

型枠            小型構造物用型枠                建改監 B0-434411 No.1         補単

擁壁、囲障の基礎等 -            0.4 
-                               ㎡

型枠            打放合板型枠B種                 建改監 B0-434411 No.1         補単

壁式構造           基礎部       8.1 
-                               ㎡

型枠運搬費      4ｔ車  30㎞程度 往復            建改監 B0-434421 No.1         市場

8.5 
㎡

打放し面補修    B 種 ｺｰﾝ処理無 部分目違いばらい 建改監 B0-134441 No.1         協議

8.1 
㎡

計

建築工事  細目別内訳

名　　　称 摘　　　　　要 数　　　　量 単位 単　　価 金　　　額 備　　　考

階段ﾉﾝｽﾘｯﾌﾟﾀｲﾙ  材工共                          建改監 代価表    0002
(垂れ無)張り    150*60                          38   

ｍ
計

技術室棟 型枠

技術室棟 タイル

阿久根市都市建設課
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名　　　称 摘　　　　　要 数　　　　量 単位 単　　価 金　　　額 備　　　考

構造材          根太受                          建改監 物価資料　資材 5
0.07

ｍ3
構造材          根太                            建改監 物価資料　資材 14

0.21
ｍ3

構造材          埋め木                          建改監 物価資料　資材 6
0.03

ｍ3
造作材          ｽﾛｰﾌﾟ床板                       建改監 木材 1

板材                            0.27 405,000   
ｍ3

造作材          袖部分板                        建改監 木材 2
板材                            0.05 405,000   

ｍ3
木製ｽﾛｰﾌﾟ加工手 Ｄ－９                          建改監 木材加工 1
間              1   69,100   

か所
木製ｽﾛｰﾌﾟ加工手 Ｄ－１１                        建改監 木材加工 2
間              1   86,400   

か所
木製ｽﾛｰﾌﾟ加工手 Ｄ－１１                        建改監 木材加工 3
間              1   86,400   

か所
木製ｽﾛｰﾌﾟ加工手 Ｄ－１２                        建改監 木材加工 4
間              1   86,400   

か所
計

建築工事  細目別内訳

名　　　称 摘　　　　　要 数　　　　量 単位 単　　価 金　　　額 備　　　考

ｺﾝｸﾘｰﾄ面        建改監 物価資料　施工 9
木ごて仕上げ    16.9 

㎡
カラクリート    建改監 物価資料公表価格 3

7   
㎡

ｺﾝｸﾘｰﾄ面        建改監 物価資料　施工 10
刷毛引き仕上げ  7   

㎡
計

技術室棟 木

技術室棟 左官

阿久根市都市建設課
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名　　　称 摘　　　　　要 数　　　　量 単位 単　　価 金　　　額 備　　　考

木材保護塗料塗り 外部                            建改監 物価資料　施工 11
WP              木部　B種                       1.9 

㎡
木材保護塗料塗り 外部　細幅                      建改監 物価資料　施工 12
WP              木部　B種                       117   

ｍ
木材保護塗料塗り 内部                            建改監 物価資料　施工 13
WP              木部　B種                       0.2 

㎡
木材保護塗料塗り 内部　細幅                      建改監 物価資料　施工 14
WP              木部　B種                       27.7 

ｍ
計

建築工事  細目別内訳

名　　　称 摘　　　　　要 数　　　　量 単位 単　　価 金　　　額 備　　　考

床合板張り      構造用合板　厚24                建改監 代価表    0001
材工共                          3.1 

㎡
ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ       無 地 厚さ2.0 複層ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄFS   建改監 B0-538213 No.1         補市

一般床 突付け     防滑仕様      14.6 
㎡

計

技術室棟 塗装

技術室棟 内外装

阿久根市都市建設課
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名　　　称 摘　　　　　要 数　　　　量 単位 単　　価 金　　　額 備　　　考

ｶｯﾀｰ入れ        ｺﾝｸﾘｰﾄ面 厚さ20～30㎜           建改監 B0-339172 No.1         標準

8.1 
ｍ

ｶｯﾀｰ入れ        ﾓﾙﾀﾙ面   厚さ20～30㎜           建改監 B0-339172 No.1         標準

6.8 
ｍ

ｺﾝｸﾘｰﾄ撤去      鉄筋切断共 ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾚｰｶ 集積共   建改監 B0-184211 No.1         標準

0.5 
ｍ3

床ﾀｲﾙ撤去       下地ﾓﾙﾀﾙ共 集積共               建改監 B0-283211 No.1         標準

2.6 
㎡

砕石撤去        集積共                          建改監 B0-185417 No.1       ※標準

0.7 CB撤去　人力準用
ｍ3

ｱｽﾌｧﾙﾄ撤去      集積共                          建改監 B0-286221 No.1       ※標準

2.9 床ﾓﾙﾀﾙ撤去準用
㎡

発生材積込み    ｺﾝｸﾘｰﾄ類     人力               建改監 B0-389511 No.1         標準

0.5 
ｍ3

発生材積込み    砕石類     人力                 建改監 B0-389511 No.1       ※標準

0.7 ｺﾝｸﾘｰﾄ類準用
ｍ3

発生材積込み    ﾀｲﾙ類     人力                  建改監 B0-389511 No.1       ※標準

0.03 ｺﾝｸﾘｰﾄ類準用
ｍ3

発生材積込み    ｱｽﾌｧﾙﾄ類     人力               建改監 B0-389511 No.1       ※標準

0.1 
ｍ3

計

建築工事  細目別内訳

名　　　称 摘　　　　　要 数　　　　量 単位 単　　価 金　　　額 備　　　考

撤去材運搬      ﾀﾞﾝﾌﾟﾄﾗｯｸ    2t積級             建改監 B0-281121 No.1         標準

人力積込     無筋ｺﾝｸﾘｰﾄ類       0.5 
DID区間無し  2.5㎞以下          ｍ3

撤去材運搬      ﾀﾞﾝﾌﾟﾄﾗｯｸ    2t積級             建改監 B0-281121 No.1       ※標準

人力積込     砕石類             0.7 無筋ｺﾝｸﾘｰﾄ類準用
DID区間無し  2.5㎞以下          ｍ3

撤去材運搬      ﾀﾞﾝﾌﾟﾄﾗｯｸ    2t積級             建改監 B0-281121 No.1       ※標準

人力積込     ﾀｲﾙ類              0.03 石こうﾎﾞｰﾄﾞ類準用
DID区間無し  2.5㎞以下          ｍ3

撤去材運搬      ﾀﾞﾝﾌﾟﾄﾗｯｸ    2t積級             建改監 B0-281121 No.1       ※標準

人力積込     ｱｽﾌｧﾙﾄ類           0.1 無筋ｺﾝｸﾘｰﾄ類準用
DID区間無し  2.5㎞以下          ｍ3

発生材処分      ｺﾝｸﾘｰﾄ類                        建処 (見積り・刊行物等)
0.5 3,000   

ｍ3
発生材処分      砕石類                          建処 (見積り・刊行物等)

0.7 3,000   ｺﾝｸﾘｰﾄ類準用
ｍ3

発生材処分      ﾀｲﾙ類                           建処 (見積り・刊行物等)
0.03 3,000   

ｍ3
発生材処分      ｱｽﾌｧﾙﾄ類                        建処 (見積り・刊行物等)

0.1 1,500   
ｍ3

計

技術室棟 とりこわし とりこわし

技術室棟 とりこわし 発生材運搬・処分

阿久根市都市建設課
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名　　　称 摘　　　　　要 数　　　　量 単位 単　　価 金　　　額 備　　　考

墨出し(外部改修) ｽﾛｰﾌﾟ・階段新設                 建改監 B0-181215 No.1       ※標準

3.3 外壁改修準用
㎡

墨出し(内部改修) 個別改修                        建改監 B0-181214 No.1         標準

5.6 
㎡

養生(外部改修)  ｽﾛｰﾌﾟ・階段新設                 建改監 B0-181285 No.1       ※標準

3.3 外壁改修準用
㎡

養生(内部改修)  個別改修                        建改監 B0-181281 No.1         標準

5.6 
㎡

養生(内部改修)  個別改修                        建改監 B0-181281 No.1       ※標準

搬出入路部分    6.6 
㎡

整理清掃後片付け ｽﾛｰﾌﾟ・階段新設                 建改監 B0-181286 No.1       ※標準

(外部改修)      3.3 外壁改修準用
㎡

整理清掃後片付け 個別改修                        建改監 B0-181282 No.1         標準

(内部改修)      5.6 
㎡

整理清掃後片付け 個別改修                        建改監 B0-181282 No.1       ※標準

(内部改修)      6.6 
搬出入路部分    ㎡

計

建築工事  細目別内訳

名　　　称 摘　　　　　要 数　　　　量 単位 単　　価 金　　　額 備　　　考

構造材          大引(根太受)                    建改監 物価資料　資材 8
正角材                          0.07

ｍ3
構造材          根太受                          建改監 物価資料　資材 9

0.01
ｍ3

構造材          根太                            建改監 物価資料　資材 10
0.16

ｍ3
構造材          埋め木                          建改監 物価資料　資材 11

0.01
ｍ3

造作材          ｽﾛｰﾌﾟ床板                       建改監 木材 3
板材                            0.09 405,000   

ｍ3
造作材          袖部分板                        建改監 木材 4

板材                            0.03 405,000   
ｍ3

木製ｽﾛｰﾌﾟ加工手 Ｄ－１３                        建改監 木材加工 5
間              1   86,400   

か所
木製ｽﾛｰﾌﾟ加工手 Ｄ－１４                        建改監 木材加工 6
間              1   121,000   

か所
計

パソコン室棟 直接仮設

パソコン室棟 木

阿久根市都市建設課
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名　　　称 摘　　　　　要 数　　　　量 単位 単　　価 金　　　額 備　　　考

木材保護塗料塗り 外部                            建改監 物価資料　施工 15
WP              木部　B種                       8   

㎡
木材保護塗料塗り 外部　細幅                      建改監 物価資料　施工 16
WP              木部　B種                       36.3 

ｍ
木材保護塗料塗り 内部                            建改監 物価資料　施工 17
WP              木部　B種                       1.5 

㎡
木材保護塗料塗り 内部　細幅                      建改監 物価資料　施工 18
WP              木部　B種                       63.5 

ｍ
計

建築工事  細目別内訳

名　　　称 摘　　　　　要 数　　　　量 単位 単　　価 金　　　額 備　　　考

床合板張り      構造用合板　厚24                建改監 代価表    0001
材工共                          5.6 

㎡
ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ       無 地 厚さ2.0 複層ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄFS   建改監 B0-538213 No.1         補市

一般床 突付け     防滑仕様      8.9 
㎡

計

パソコン室棟 塗装

パソコン室棟 内外装

阿久根市都市建設課
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名　　　称 摘　　　　　要 数　　　　量 単位 単　　価 金　　　額 備　　　考

ステンレス製    建改監 金属 6
手すりＦ        1   192,000   

か所
計

パソコン室棟 金属

阿久根市都市建設課



代価表一覧 32
木工事

NO 名　　　称 摘　　　　　　要 単位 数　量 単　　価 金　　額 丸め 備　　　　考

床合板張り      構造用合板　厚24                有り 代価表    0001
材工共                          1      

㎡
鋼製ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ    U字溝　溝幅250                  有り 代価表    0003
溝ふた          1      

ｍ

代価表一覧
タイル

NO 名　　　称 摘　　　　　　要 単位 数　量 単　　価 金　　額 丸め 備　　　　考

階段ﾉﾝｽﾘｯﾌﾟﾀｲﾙ  材工共                          有り 代価表    0002
(垂れ無)張り    150*60                          1      

ｍ

阿久根市都市建設課



代価表 33
木工事

NO 名　　　称 摘　　　　　　要 単 位 数　 量 乗 　率 単　　価 金　　額 率対象 備　　　　 考

床合板張り      構造用合板　厚24                代価表    0001
材工共                          1      

㎡
構造用合板      特類（針葉樹）2級CD             0.604  1      ○ 物価資料　資材 13

01 厚24                            枚 1㎡=1/(0.91*1.82)=0.604

床合板          施工手間                        1      1      B0-234221 No.1       ※標準

02 ㎡

諸経費(労以外)  1      0.11   
式 ○

計

鋼製ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ    U字溝　溝幅250                  代価表    0003
溝ふた          1      

ｍ
鋼製ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ    歩道用細目                      1      1      ○ 物価資料　資材 16

01 U字溝ぶた       溝幅240　5.0kn/㎡               ｍ

鋼製ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ    枠無取付手間   -      -         1      1      B0-235835 No.1         協議

02 溝ふた          -      ﾎﾞﾙﾄ固定無 溝幅250       ｍ

諸経費(労以外)  1      0.11   
式 ○

計

代価表
タイル

NO 名　　　称 摘　　　　　　要 単 位 数　 量 乗 　率 単　　価 金　　額 率対象 備　　　　 考

階段ﾉﾝｽﾘｯﾌﾟﾀｲﾙ  材工共                          代価表    0002
(垂れ無)張り    150*60                          1      

ｍ
階段ﾀｲﾙ(垂れ無) 150*60                          1      1      ○ 物価資料　資材 15

01 ｍ

床ﾀｲﾙ           段鼻         施工手間 -         1      1      B0-233225 No.1         標準

02 (階段用ﾀｲﾙ張り) 150㎜角 下地ﾓﾙﾀﾙ別途            ｍ

諸経費(労以外)  1      0.11   
式 ○

計

阿久根市都市建設課
●は諸経費(労)の率対象、○は諸経費(労以外)の率対象、◎は諸経費(他)の率対象



ステンレス姿図1

ステンレス姿図2

ステンレス姿図3

図面番号検　図作成者設計番号

縮　尺 日　付

特記事項
橋 口 建 築 設 計 事 務 所

Ａ
1

図面名

工事名

表紙　図面リスト NO SCALE
管 理 建 築 士 　 1級 建 築 士 　 橋 口 辰 朗 　 Ｎ Ｏ ， 1 8 3 5 5 0

（橋口）（橋口）

1級建築士事務所　知事登録　第 1－ 5－ 53号　ＴＥＬ 72-1424

三 笠 中 学 校 バ リ ア フ リ ー 改 修 工 事
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Ａ

図 面 リ ス ト

NO SCALE表紙　図面リスト

Ａ 11

NO SCALE
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NO SCALE

三笠中学校バリアフリー改修工事

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ 12
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14

15

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ
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Ａ 25
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附近見取図　配置図

工事箇所キープラン図

柔剣道場・１号棟　改修平面図

１号棟　改修平面図　手摺り支柱取付位置平面図

２号棟　改修平面図

19号棟　改修平面図

21号棟　改修平面図
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D-1部分詳細図2

D-2部分詳細図

D-3部分詳細図

D-4部分詳細図

D-6部分詳細図

Ａ － 26

D-7部分詳細図

D-8･D-9部分詳細図

D-10･D-11･D-12部分詳細図

D-13･D-14部分詳細図

D-15部分詳細図

D-16部分詳細図
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備
考

製図担当
工事名

図面名

図面番号年月日

縮尺阿久根市都市建設課
no scale

1.共通仕様

(3) 電子成果品を提出する際は、鹿児島県の公開する電子納品チェックソフトによるチェック

なお貸与したＣＡＤ図面データは、本工事の履行に必要な施工図及び完成図の作成において

14.ＣＡＤ図面データの貸与について

要求又は工事妨害（以下、「不当介入」という。）を受けた場合は、断固としてこれを拒否すると

15.暴力団関係者による不当介入を受けた場合の措置

(1)

(2)

(3) 資材等の過積載を防止するため、資材の購入等に当たっては、資材納入業者等の利益を不当に

(4) さし枠の装着又は物品積載装置の不正改造をしたダンプカーが、工事現場に出入りすることが

という）の目的に鑑み、法第12条に規定する団体等の設立状況を踏まえ、同団体等への加入者の

(5) 「土砂等を運搬する大型自動車による交通事故の防止等に関する特別措置法」（以下、「法」

もの又は業務に関しダンプトラック等によって悪質かつ重大な事故を発生させたものを

(6) 下請契約の相手方又は資材納入業者を選定するに当たっては、交通安全に関する配慮に欠ける

(7)

16.ダンプトラック等による過積載等の防止について

また、当該ＣＡＤ図面データは、完成図提出時までに、受注者において履行期限期間中に複製

本工事の受注者は、建設工事の一部を下請けに付する場合は、施工体制台帳及び添付書類を作成し、

工事現場に据え置くとともに、その写しを監督職員に遅滞なく(遅くとも下請工事の着手前までに)

また、施工体制台帳の記載事項又は添付書類に変更があったときは、その都度、当該変更があった

17.施工体制台帳の作成等について

18.施工体系図の作成等について

本工事の受注者は、工事を施工するために、建設工事の一部又は以下のアからエの業務を下請に

付する場合は、施工体系図を作成し、工事の期間中、工事現場の工事関係者が見やすい場所及び

公衆の見やすい場所に掲示するとともに、その写しを監督職員に遅滞なく（遅くとも下請工事

また、施工体系図の記載事項に変更があったときは、その都度、変更に関する事項について、

ア 伐採及び測量･調査等の工事現場で作業を行う業務　　　　

イ 土砂やコンクリート殻等の運搬のみを行う業務　

ウ 工事現場の警備(交通誘導を含む)を行う業務　　　　　　 

エ その他監督職員が記載を指示した業務等

（
）

（
）

材料・機材等の品質及び性能

する

第三種品

及び性能を有すると共に、次の1)から4)を満たすものとする

2)接着剤及び塗料はﾄﾙｴﾝ、ｷｼﾚﾝ及びｴﾁﾙﾍﾞﾝｾﾞﾝの含有量が少ない材料を

使用する

有しない難揮発性の可塑剤を除く）が添加されていない材料を使用

①建築基準法施行令第20条の7第1項に定める

②建築基準法施行令第20条の7第4項の規定により国土交通大臣の

認定を受けた材料

②建築基準法施行令第20条の7第3項の規定により国土交通大臣の

認定を受けた材料

ｱｽﾍﾞｽﾄ含有建材

本工事に使用する材料については、ｱｽﾍﾞｽﾄを含有しないものとする

本工事に於いて別表－２に示す材料を使用する場合の材料・機材等の

製造業者等は次の(1)から(6)すべての事項を満たすものとし、この証

明となる資料又は外部機関が発行する品質及び性能等が評価されたこ

とを示す書面を提出して監督職員の承諾を受ける

(3)安定的な供給が可能であること

(4)法令等で定める許可、認可、認定又は免許を取得していること

(5)製造又は施工の実績があり、その信頼性があること

(6)販売、保守等の営業体制を整えていること

本工事の建築物内部に使用する材料等は、設計図書に規定する所要の品質

1)合板、木質系ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ、構造用ﾊﾟﾈﾙ、集成材、単板積層材、MDF、ﾊﾟ

ﾙﾃﾞﾋﾄﾞの放散量」の区分に応じた材料を使用する

、緩衝材、断熱材、塗料、仕上塗材は、ｱｾﾄｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ及びｽﾁﾚﾝを発散

しない又は発散が極めて少ない材料で、設計図書を規定する「ﾎﾙﾑｱ

3)接着剤は可塑剤（ﾌﾀﾙ酸ｼﾞ－n－ﾌﾟﾁﾙ及びﾌﾀﾙ酸ｼﾞ－2－ｴﾁﾙﾍｷｼﾙ等を含

て少ない材料を使用したものとする

また、設計図書に規定する「ﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞの放散量」は、次の通りとする

第一種、第二種及び第三種ﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ発散建築材料以外の材料

１）施工完了後、引渡前に室内空気中のﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ、ﾄﾙｴﾝ、ｷｼﾚﾝ、

ｰﾃｨｸﾙﾎﾞｰﾄﾞ、その他の木質建材、ﾕﾘｱ樹脂板、壁紙、接着剤、保温材

[1.7.10]〇

環境への配慮〇

材料の品質等〇

同等以上の材料・機材等の使用

同等以上のものを使用する。

は、あらかじめ監督職員の承諾を受ける

ただし、製造業者が記載されている場合に同等以上のものとする場合

[1.4.2]

本工事に使用する材料 ・ 機材等は設計図書に定める品質及び性能と

図面及び特記仕様書に記載されていない事項は、全て国土交通省大臣官房官庁営繕部監修の

3.特記仕様

(2)

(3)

(4）

(5)

(1)

Ｇ 印は「国等による環境物品等の調達の推進に関する法律」（以下「グリーン購入法」という）

グリーン購入法による調達推進品目は「鹿児島県環境物品等調達方針」の環境物品等調達

4.前金払

5.中間前金払又は部分払の選択

6.中間前金払

7.中間前金払の要件

契約金額（全体又は年度毎の出来高予定額）の10分の２を超えない範囲内に限り７の全ての要件を

8.部分払

(2)

(3)

工程表により工期の２分の１を経過するまでに実施すべきものとされている当該工事に係る

既に行われた当該工事に係る作業に要する経費が請負金額の２分の１以上の額に相当する

(1)

超えない範囲内に限り前払金の支払を請求することができる。

〇

〇

〇

〇

項　　目 特　　　記　　　事　　　項

適用基準等 ※　適用を受ける関係法令等を遵守すること

建築工事標準詳細図(令和4年版)

建築物解体工事共通仕様書(令和4年版)

工事写真撮影ガイドブック（令和5年版）

引渡し場所

〇

）

発生材の処理

特定建設資材の分別解体等及び再資源化等

　本工事は、特定建設資材を用いた建築物等に係る解体工事又はその施工

に特定建設資材を使用する新築工事等であって、その規模が「建設工事に

係る資材の再資源化等に関する法律」(平成12年5月31日法律第104号。以

下「建設ﾘｻｲｸﾙ法」という。)施行令又は都道府県が条例で定める建設工事

の規模に関する基準以上の工事に該当する場合は、建設ﾘｻｲｸﾙ法に基づき

分別解体等及び特定建設資材の再資源化等の実施について適切な措置を講

ずる。また、建設ﾘｻｲｸﾙ法施行令又は都道府県が条例で定める建設工事の

規模に関する基準以上の工事に該当しない場合についても分別解体等及び

〇

〇 構内

〇 金属類 〇 PCB含有物）発注者に引き渡しを要するもの

（

（

〇 （　　　　　　　　　　　　）

[1.3.12]

特定建設資材の再資源化等については適切な措置を講ずる。

より難い場合は、監督職員と協議するものとする

　工事契約後に明らかになったやむをえない事情により、予定した条件に

工程ごとの作業内容

作業内容工程

〇 有 〇

〇 有 〇

〇 有 〇

〇 有 〇

〇 有 〇 無

〇 有 〇

①造成等 造形等の工事

無

②基礎・基礎ぐい 基礎・基礎ぐいの工事

無

無

無

③上部構造部分・外装 上部構造部分・外装の工事

屋根の工事

無

地表面粗度区分 〇 Ⅰ 〇 Ⅱ 〇

上記風圧力の1.3倍の風圧力に対する安全性を確保する

〇 ALCﾊﾟﾈﾙ(外壁、屋根) 〇

〇 外壁石張(乾式) 〇 外装材(外断熱工法)

〇 長尺金属板葺 〇 折板葺

〇 ｱﾙﾐ笠木 〇 ｶﾞﾗｽﾌﾞﾛｯｸ

〇 ｼｰﾄ防水(機械式) 〇

〇

上記風圧力の1.15倍の風圧力に対する安全性を確保する

押出成形ｾﾒﾝﾄ板(外壁)

基準風速（VO）　　　　（　　　　　　）m/s

（　　　　　　　　　）

〇

品質計画〇

特定建設資材以外

活用を行う場合は、監督職員と協議する

発生材の抑制、再利用及び再資源化並びに再生資源の積極的活用に努める

なお、設計図書に定められた以外に、発生材の再資源化並びに再生資源の

特定建設資材（再資源化）

〇

〇

〇

建設廃棄物の種類

ｺﾝｸﾘｰﾄ塊

ｱｽﾌｧﾙﾄ・ｺﾝｸﾘｰﾄ塊

建設発生木材

km

km

km

km

搬出距離

処理施設の所在地

施設名称

処理方法搬出距離施設名称

処理施設の所在地
建設廃棄物の種類

適切な処理を行うものとする

なお、処分場の決定に当たっては監督識員と協議する

上記に示す受入れ施設は参考であり、実施にあたっては関係法令を遵守し、

km

km

km

km

km

km

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

再資源化

最終処分

最終処分

再資源化

最終処分

再資源化

最終処分

再資源化

最終処分

再資源化

最終処分

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

木くず

廃石こうﾎﾞｰﾄﾞ

廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ類

防水ｱｽﾌｧﾙﾄ

ｶﾞﾗｽくず、陶磁器くず

ｶﾞﾗｽくず、陶磁器くず

（ﾎﾞｰﾄﾞ類）

繊維くず

(廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ類)

(ｶﾞﾗｽ、陶磁器くず類)

(汚泥)

〇

〇

最終処分

再資源化

最終処分

最終処分

最終処分

「公共建築改修工事標準仕様書（建築工事編）(令和7年版)」(以下、「改修標準仕様書」という)

により、改修標準仕様書に記載されていない事項は、国土交通省大臣官房官庁営繕部監修の

2.改修標準仕様書及び標準仕様書のうち必要として特記する事項と、その他必要として特記する

公共住宅建設工事標準仕様書（令和4年版）

④屋根

⑤建築設備・内装等

その他の工事

建築設備・内装等の工事

非飛散性石綿含有建材

非飛散性石綿含有建材

非飛散性石綿含有建材

km

km

km

km

〇

〇

施工計画書で工法を定める場合の風圧力の計

屋上緑化用ｼｽﾃﾑ

Ⅲ Ⅳ

適用工程

(1)品質及び性能に関する試験ﾃﾞｰﾀを整備していること

(2)生産施設及び品質の管理を適切に行っていること

4)1)の材料を使用して作られた家具、書架、実験台、その他の什器等

①建築基準法施行令第20条の7第1項に定める第三種

ホルムアルデヒド発散建築材料

⑥その他

（　　　　　　　　）

という。）の優先使用に努めることとし、さらに、県産資材以外の資材等についても、県内に

(2) 以下に記載する「指定主要資材」の中で県産資材を使用しない場合、「県産資材等不使用

《指定主要資材(７品目)【生コン(レディミクストコンクリート) コンクリート二次製品 

石材類 アスファルト合材 木材 樹木 芝】》

(3) 前項の「県産資材等不使用状況報告書」において、第１項の資材業者等から調達しない場合は、

(4) 工事完成時及び監督職員から指示された場合、「建設資材使用実績報告書」を監督職員に提出

9.火災保険

10.県産資材の優先使用

(1) 工事に使用する資材については、県内で産出、生産又は製造されたもの（以下、「県産資材」

(2)

(3) 工事完成時及び監督職員から指示された場合、「下請業者使用実績報告書」を監督職員に

(1)

工期が延長された場合

① 受注者の責務によらない理由により工事中止又は工事内容の大幅な変更が発生し、

② 工場製作を含む工事であって、工場から現地へ工事の現場が移行する時点

③ 大規模な工事で一つの契約工期が多年に及ぶ場合

(2)

12.配置技術者等の途中交代

(1) 配置技術者等の途中交代が認められる場合としては、主任技術者又は監理技術者の死亡、

(1) 本工事は、電子納品対象工事であり、電子納品とは、「調査、設計、工事などの各業務段階の

(2)

13.電子納品

前項で定めた建設業者を活用しない場合は、施工計画書等の提出と併せて「下請工事における

上記(1)のいずれの場合であっても、受注者と発注者が協議し、工事の継続性、品質確保等に

本工事に関するＣＡＤ図面データ（BIMデータを含む）の貸与を希望する場合は、「ＣＡＤ

県工事等において、暴力団関係者による不当介入を受けたことにより工程に遅れが生じる等の

は、ﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ、ｱｾﾄｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ及びｽﾁﾚﾝを発散しないか、発散が極め

（規制対象外）

化学物質の濃度測定

行わない

防水改修 〇 外壁改修

図示 〇

打診及び目視による

〇 行う

施工数量調査

２）測定対象室及び測定箇所数等は仕上表による。

着工前の測定

〇

３）測定は、ﾊﾟｯｼﾌﾞ型採取機器により行う。

2種類を用いる

改修標準仕様書及び標準仕様書に記載されていない特別な材料の工法は、

〇

〇

〇

注）測定ﾊﾞｯｼﾞはﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ用とﾄﾙｴﾝ、ｷｼﾚﾝ、ｴﾁﾙﾍﾞﾝｾﾞﾝ、ｽﾁﾚﾝ 用

〇

〇

〇 図示

当該製品の指定工法による

調査項目

調査範囲

（　　　　　　　　）

（　　　　　　　　　　　　　　　）

（　　　　　　　　）調査方法

既存部分の破壊を行った場合の補修方法

施工範囲

施工図

図面に特記なき場合は、別表－１による

設備機器の設置、取り合い等が検討のできる施工図を提出し

監督職員の承諾を受ける

[1.6.2、3]施工調査

特別な材料の工法

設備工事との

取り合い

〇

〇〇

〇〇

ｴﾁﾙﾍﾞﾝｾﾞﾝ、ｽﾁﾚﾝ（学校施設については、ﾊﾞﾗｼﾞｸﾛﾛﾍﾞﾝｾﾞﾝを加えた6物質）

の濃度を測定し、測定結果を監督職員に報告する。

「公共建築工事標準仕様書(建築工事編)(令和7年版)」(以下、「標準仕様書」という。）による。

事項を特記事項とする。

項目は、●印の付いたものを適用する。

特記事項は、●印の付いたものを適用する。

特記事項に記載の［ 　 ］内表示番号は、改修標準仕様書の当該項目、当該図又は当該表を示す。

特記事項に記載の（ 　 ）内表示番号は、標準仕様書の当該項目、当該図又は当該表を示す。

の特定調達品目を示す。

推進品目等一覧表及び別表１（鹿児島県の　ホームページからダウンロード可能）による。

満たす場合に中間前払金の支払を請求することができる。

工期の２分の１を経過していること。

作業が行われていること。

ものであること。

部分払いの請求は2回以内で、前金払いがある場合でも２回とする。

契約締結後速やかに火災保険に加入し、保険期間は工期後14日とする。

本店を置く資材業者等から調達するよう努めることとする。

状況報告書」を監督職員に提出し、承諾を得なければならない。

その理由を記載すること。

すること。

管内建設業者等不活用状況報告書」を監督職員に提出すること。

提出すること。

傷病、退職等、真にやむを得ない場合のほか、下記に該当する場合である。

支障がないと認められる場合のみ途中交代が可能となる。

「ガイドライン」という）」に定める基準に基づいて作成した電子データを指す。

電子化しない成果品については従来どおりの取扱いとする。

電子納品レベル及び成果品の電子化の範囲については、事前協議を行い決定するものとする。

を行い、エラーが無いことを確認した後、ウィルス対策を実施した上で提出すること。

図面データ借用に係わる誓約書」を県に提出すること。

のみ使用することとし、それ以外の目的で使用してはならない。

又は再配布しているもの全て消去すること。

その他、誓約書の記載事項を遵守すること。

工事用資機材等の積載超過のないようにすること。

過積載を行っている資材納入業者から、資材を購入しないこと。

害することがないようにすること。

ないようにすること。

使用を促進すること。

排除すること。

(1)から(6)のことにつき、下請契約における受注者を指導すること。

提出すること。

年月日を付記して、変更に関する事項について、作成し提出すること。

又は業務の着手前までに)提出すること。

作成し、提出すること。
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1阿久根市建築改修工事特記仕様書

契約金額500万円以上の工事にあっては、契約金額（全体又は年度毎の出来高予定額）の10分の４を

契約金額500万円以上の工事にあっては、契約に当たり中間前金払又は部分払を選択することができる。

11.下請工事における管内（市内）建設業者の優先活用

工事の一部を下請に付する場合は阿久根市役所管内に主たる営業所を有する

最終成果を電子成果品として納品すること」をいう。

ここでいう電子納品とは、「阿久根市電子納品ガイドライン（令和4年1月）：（以下

ガイドラインに基づいて作成した電子成果品は電子媒体(CD-R)で正本1部、副本1部の

計2部提出する。

阿久根市が発注する建設工事等（以下「市工事等」という）において、暴力団関係者による不当

被害が生じた場合は、市（発注者）と協議を行うこと。

ともに、その旨を遅滞なく市（発注者）及び警察に通報すること。

者を活用するよう努めることとする。

●

●

●

竹下 竹下

三笠中学校バリアフリー改修工事

建築改修工事特記仕様書⑴

A-22026/05



〇

備
考

製図担当
工事名

図面名

図面番号年月日

縮尺阿久根市都市建設課
no scale

〇

受け入れ施設

建設発生土の処理

受け入れ場所での処理

受け入れ場所

処分費

搬出距離 （　　　） Km

と協議のうえ決定する。

上記に示す受入れ施設等は参考であり、実施にあたっては監督職員

〇 構内指示の場所

処理の場所

処理の方法

[3.2.5]

〇 〇有償 無償

〇

改修用ﾄﾞﾚﾝ(POAS、POASI、POD、PODI、POS、POSI、POXの場合)

監督職員と表示内容を協議し、指示の位置に標識を取り付ける

〇 降雨等に対する養生

方法（とい共） 〇

取付方法等は、ﾙｰﾌｨﾝｸﾞ類の製造所の仕様による

構外指示の場所

〇

〇

改修標準仕様書[3.1.3](5)(ｱ)～(ｳ)による

施工標識

共通事項〇

[3.1.3]

改修標準仕様書[3.3.2](9)

工　法 種　別 施工箇所 備　考

C-1 C-3

C-4C-2

D-1

D-2

DI-1

(種類)

(厚さ) 25mm

用途による区分 材料構成による区分 厚　さ

mm以上R種

用途による区分 材料構成による区分 厚　さ

R種 mm以上〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇 〇

〇

〇

〇

〇

〇 〇

〇〇

〇

〇 〇

〇

〇

〇

平場の保護ｺﾝｸﾘｰﾄの厚さ

水下80mm以上

水下60mm以上

こて仕上げ

床ﾀｲﾙ張り

乾式保護材

窯業系ﾊﾟﾈﾙＩ類

立上がり部の保護方法

建築材料等品質性能表による（品質・性能・試験方法）

れんが押え

ｺﾝｸﾘｰﾄ押え

ﾓﾙﾀﾙ押え（室内）

新規防水層（屋根露出防水工法）の種別

仕上げ塗料

種類

使用量 〇

〇

〇

〇

〇〇

ｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞ類の製造所の仕様

ｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞ類の製造所の仕様

有 無

改質ｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞｼｰﾄの種類及び厚さ

JIS A 6013に基づく種類及び厚さ

改修標準仕様書[表3.3.3]から[表3.3.9]による

部分粘着層付改質ｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞｼｰﾄの種類及び厚さ

改修標準仕様書[表3.3.3]から[表3.3.9]による

JIS A 6013に基づく種類及び厚さ

図示

絶縁断熱工法のﾙｰﾌﾄﾞﾚﾝ廻り及び立上り部周辺の断熱材の張りじまい位置

絶縁工法及び絶縁断熱工法の脱気装置の種類及び設置数量

種類

設置数量

〇

ｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞ類の製造所の指定〇

〇

ｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞ類の製造所の指定〇

〇 (個)

高日射反射率防水の適用

断熱材

（ 〇 JIS R 1250    〇　　　　　　　　　　　　）

厚さ　（　　　）mm 幅　(　　　 ）mm

（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ）

（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ）

( 〇 敷きならし　　〇 たい積　）

 ( 〇 敷きならし　　〇 たい積　）

〇 図示 〇 (　　　　　　　　　　　　　 ）

Ｇ

Ｇ

（
）

行う

〇 既存防水の処理

〇

〇

〇

〇

〇

既存保護層の撤去

既存防水層の撤去

行わない

行わない

既存露出防水層表面の仕上げ塗装の除去

[3.1.4]

行う〇

行う

（範囲　〇図示　〇　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

（ 〇 M4AS 〇 M4ASI　　〇 M4C　 〇 M4DI    〇 L4X　）

行わない

（範囲　〇図示　〇　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

〇 既存下地の処理

〇

〇

〇

〇

〇

〇

既存下地の処理は、改修標準仕様書3.2.6(2)から(6)までによる。

〇

既存下地の補修箇所の形状、長さ、数量等

図示

POS工法及びPOSI工法（機械式固定工法）の既存保護層を撤去し、防水層

を非撤去とした立上り部等の処理

改修標準仕様書[3.2.6](4)(ｳ)(g)①～③による

設備機器架台、配管受部、ﾊﾟﾗﾍﾟｯﾄ、貫通ﾊﾟｲﾌﾟ廻り、手すり・丸環の取付

け部、塔屋出入口等の欠損部及び防水層末端部の納まり部の処理

図示

[3.2.6]

監督職員と協議する

補修 （　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

〇

〇 アスファルト防水

〇

〇

〇

〇

〇

〇 〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇 〇

〇

〇

〇

[3.3.2～5]

25㎜ 50㎜

改修標準仕様書[表3.3.7]から[表3.3.9]による

改質ｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞｼｰﾄの種類及び厚さ

(厚さ)

(種類) JIS A 9521に基づく押出法ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ断熱材3種bA(ｽｷﾝ層付き)

新規防水層（屋根保護防水工法）の種別

種　別工　法 施工箇所 絶縁用ｼｰﾄ

ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝﾌｫﾙﾑ厚0.15㎜以上

ﾌﾗｯﾄﾔｰﾝｸﾛｽ70g/㎡程度AI-3

A-3

BI-2

BI-1

AI-2

Ai-1

B-2

B-1

A-2

A-1P2A

P1B

P2AI

P1BI

用途による区分

R種

厚　さ材料構成による区分

㎜以上

断熱材 の種類及び厚さＧ

部分粘着層付改質ｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞｼｰﾄの種類及び厚さ

工　法 種　別 施工箇所 保　護　層

P1E

P2E

E-1

E-2

図示（　　　　　　　　　　　　　　　　　）設ける

設けない

〇 〇

〇 〇

〇

〇

〇

〇 〇

〇

〇

新規防水層の種別（屋内防水密着工法）

貯水槽、浴槽等常時水に接する部位E-1の工程3を行う部位

〇

〇

〇

〇

立上がり部の押え金物の材質、形状及び寸法

ｱﾙﾐﾆｳﾑ製　L-30×15×2.0(mm)程度

屋根排水溝 図示

AS-T1

施工箇所工　法 種　別 備　考

M4AS

M3AS

POAS

M3ASI

M4ASI

POASI

AS-T2

AS-J2

AS-T3

AS-T4

AS-T3

AS-T4

AS-J1

AS-J3

AS-J1

AS-J3

ASI-T1

ASI-J1

改修標準仕様書[3.3.2](9)

(種類)

(種類)

(厚さ) 25mm

〇 〇 〇

〇

〇 〇

〇 〇

〇

〇〇〇

〇 〇

〇 〇

〇〇

〇 〇

〇

〇

新規防水層の種別

[3.4.2、3]

シート防水

改質アスファルト

断熱材 Ｇ

〇

〇

〇

〇

改修標準仕様書[表3.3.8]及び[表3.3.9]による

用途による区分 厚　さ

㎜以上R種

材料構成による区分 ｱｽﾌｧﾙﾄｼｰﾄ類の製造所の仕様〇

〇

〇

〇

仕上げ塗料

種類

使用量 ｱｽﾌｧﾙﾄｼｰﾄ類の製造所の仕様

一級技能士〇

（
）

下記により適用する技能士については、適用する工事作業中、１名

以上の者が自ら作業をするとともに、他の技能者に対して、施工品質の

向上を図るための作業指導を行う

防水改修工事

外壁改修工事

建具改修工事

内装改修工事

〇樹脂接着材注入施工

〇サッシ施工　〇ガラス施工　〇自動ドア施工

植栽工事

畳工事

〇プラスチック系床仕上げ工事作業　

〇ボード仕上げ工事作業

鹿児島県トライアル

発注制度の製品等

〇 製品名　　 （　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

施工箇所　　〇図示による　　〇（　　　　　　　　）

〇

防音ｼｰﾄ〇 防音ﾊﾟﾈﾙ 〇

〇

防音ﾊﾟﾈﾙ等を取り付ける足場等の設置範囲

〇

[2.1.3]

足場等〇 [2.2.1]

〇 設置する外部足場

〇 工事に必要な範囲 〇 ）（施工範囲

内部足場 〇 脚立、足場板等 〇

〇 A種 〇 B種 〇 C種 〇 D種 〇 E種

材料・撤去材等の運搬方法

〇 別途 〇 図示

屋根面に設ける足場と装備機材の組合せ

〇 図示 〇

〇 ﾋﾞﾆﾙｼｰﾄ等による 〇

〇 行う 〇 行わない

〇 合板張りによる 〇

〇 図示 〇

〇 行う 〇 行わない 〇

行う 〇 行わない

〇 ﾋﾞﾆﾙｼｰﾄ、合板等による

〇

〇 行う

既存家具、既存設備等の養生

既存部分の特別養生

設置範囲

既存部分の養生

既存部分の養生

養生方法

設置範囲及び養生方法

開口部の養生

養生方法

固定された備品、机、ﾛｯｶｰ等の移動

[2.3.2]

〇 A種

B種〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

C種

仮設扉

〇

〇

片面塗装

片面塗装

せっこう

せっこう

せっこう

合板張り木製扉程度

[2.4.1]

〇 〇 有償 〇

利用できない

構内既存の施設

工事用電力

工事用水

監督職員事務所

〇

種　別 材　　質 仕上げ

ｼｰﾄ張り ―

〇 〇

設けない 〇 設ける 面積規模　（　　　　　　）㎡程度

監督職員事務所の仕上げ

監督職員ｽﾍﾟｰｽと工事監理業務の職員ｽﾍﾟｰｽは間仕切り壁等で仕切る

仕　上　げ部位等

床

内壁、天井

屋根

合板張り又はﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ張り

合板又はせっこうﾎﾞｰﾄﾞ張り、合成樹脂ｴﾏﾙｼｮﾝﾍﾟｲﾝﾄ塗り

塗装溶融亜鉛めっき鋼板張り、又は鉄板張り、調合ﾍﾟｲﾝﾄ塗り

〇 有償 〇

利用できない

利用できる　（

利用できる　（

無償　）

無償　）

構内既存の施設 〇

土
工
事

種別 〇 A種 〇 B種 〇 C種 〇 D種

（運　搬 〇 発生原因者側 〇

(3.2.3)埋戻し及び盛土〇

C種の場合 （発生場所　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

（連絡先　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

本工事　　　㎞　）

発 注 者

設 計 者

監 理 者

施 工 者

工　  期　令和　年　月　日 ～ 令和　年　月　日

工 事 名　　　　　　　　　　　  　　　　工事

1800

900

な工法とする

※ 設置位置は、監督職員との協議による。また取付けは、強風に対し安全

現場表示板

M4DI

M3DI

PODI

POD

M3D

M4C

〇建築大工　〇タイル張り

〇内装仕上げ施工（鋼製下地工事作業）　

〇表装（壁装作業）　〇左官

〇塗装（建築塗装作業）

〇鉄筋施工　〇型枠施工　〇とび

〇ブロック建築　〇ＡＬＣパネル施工

〇造園

〇畳製作

〇石材施工（石張施工）

耐震改修工事

ブロック、ＡＬＣパネル工事

石工事

塗装改修工事

〇左官　　〇建築板金

〇アスファルト防水工事作業　　

〇合成ゴム系シート防水工事作業

〇塗膜防水工事作業　　

〇シーリング防水工事作業

〇左官　〇タイル張り　〇塗装（建築塗装作業）　

技能検定の職種適用工事種別

ﾎﾞｰﾄﾞ厚9.5(内部面)＋合板厚9(外部面)

合板厚9片面張り

合板厚9片面張り

ｸﾞﾗｽｳｰﾙ充填厚さ　（　　　　　　　　　　）

[2.3.1][1.7.2]

〇 白蟻防除工事

この工事については、(公社)日本しろあり対策協会(以下、「協会」

という。）発行「防除施工標準仕様書」（以下、「防除」という。)

による

この項目に記載の［防　　　　］内表示番号は、防除の当該項目を示す

〇使用薬剤は、協会認定薬剤のうち、非有機リン系薬剤とする

〇工事施工者は、原則として協会登録施工業者とする

〇土壌処理

処理の適用区分　　〇行う　　〇行わない

処理の方法　　　

〇木材処理

〇行う　　〇行わない

〇処理の箇所

処理の適用区分　　

処理の方法　　　

〇木造の場合

軒桁との仕口面

〇 Ⅰ.4.(2)①～⑥及び⑧に規定する箇所

〇 陸梁、合掌、小屋梁、間仕切、桁、火打梁などと敷桁又は

〇 ２階梁、火打梁と胴差との仕口面

〇木造以外の場合

〇 Ⅰ.4.(2)⑦に規定する箇所

〇 ２以上の階の床面より１ｍ以内にある木部でコンクリート、

石、レンガに接する面

〇保証書及び期間

白蟻防除工事について、下記事項を記載した５年保証書を提出すること

(ｱ)工事名称  (ｲ)建物の所在地　(ｳ)建物の構造･用途･面積　

(ｴ)白蟻防除工事の施工面積　(ｵ)防除処理別並びに使用薬剤名,

製造者名,施工年月日　(ｶ)登録施工業者会員名簿　(ｷ)施工した防除士の

氏名及び登録番号･取得年月日･登録年月日　(ｸ)保証期間

〇工事施工にあたり、協会発行「しろあり防除施工における安全管理基準」

を遵守すること

［防Ⅰ.2］

［防Ⅰ.3.(1)］

［防Ⅰ.2］

〇帯状散布法、面状散布法の一つ

　又はその組み合わせによって行う

〇吹付け処理法、塗布処理法の一つ

　又はその組み合わせによって行う

［防Ⅰ.4.(1)］

なお、保証書については元請業者と白蟻防除工事施工業者と連帯とする

騒音・粉じん等

の対策

防護シート

〇 工事に必要な範囲 〇 ）（施工範囲

〇

〇 設置しない

設置する

仮
設
工
事

2

仮
設
工
事

2

（
）

（
）

仮設間仕切り

ﾎﾞｰﾄﾞ厚9.5両面張り

ﾎﾞｰﾄﾞ厚9.5片面張り

JIS A 6013に基づく種類及び厚さ

JIS A 6013に基づく種類及び厚さ

DI-2

仮設間仕切り等の種別

1

各
章
共
通
事
項

続
き

続
き

土
工
事

続
き

3

防
水
改
修
工
事

3

続
き

防
水
改
修
工
事

 ｸﾞﾗｽｳｰﾙ充填厚さ　（　　　　　　　　）

●

●

●

●

●

●

●

●

●

規格　〇下図による　●監督職員の承諾による

材質　〇県産杉板　　●監督職員の承諾による

竹下 竹下

三笠中学校バリアフリー改修工事

建築改修工事特記仕様書⑵

A-32026/05



備
考

製図担当
工事名

図面名

図面番号年月日

縮尺阿久根市都市建設課
no scale

〇杉又は松（製材を用いる場合）〇

〇

〇 JAS 0233 による構造用合板 Ｇ

施工
箇所

等級
単板の
樹種名

〇

〇

2級以上

1級

〇 1類

〇特類

接着の程度 板面の品質

C-D以上〇

〇

〇

厚さ
(mm)

12

〇

防虫処理 強度等級
間伐材
の適用

〇適用

する

適用

しない

〇

〇適用

する

〇適用

しない

〇

〇 JAS 0233 による化粧ばり構造用合板 Ｇ

施工箇所 厚さ(mm) 単板の樹種名 接着の程度 防虫処理
間伐材
の適用

〇

〇

〇

〇

適用する

適用しない

1類

特類

〇

〇 JAS 0233 による天然木化粧合板 Ｇ

施工箇所 厚さ(mm)
化粧板に使用する
単板の樹種名

接着の程度 防虫処理

〇

〇

1類

2類

適用する

適用しない〇

〇

〇 JAS 0233 による特殊加工化粧合板 Ｇ

施工箇所
厚さ
(mm)

接着の
程度

表面性能
化粧加工
の方法

防虫処理

〇 〇 〇 〇 〇 〇適用する

適用しない

ﾌﾟﾘﾝﾄｵｰﾊﾞｰﾚｲFWF1類

2類 W SW 塗装〇 〇 〇 〇 〇 〇

〇 JIS A 5908 ﾊﾟｰﾃｨｸﾙﾎﾞｰﾄﾞ Ｇ

施工箇所 厚さ(mm)
表裏面の状態による

区分
曲げ強さ
による区分

〇

15〇 〇

〇

13ﾀｲﾌﾟ 〇

〇

耐水性による
区分

P又はN

難燃性による
区分

〇 JAS 0360 に基づく構造用ﾊﾟﾈﾙ

施工箇所 寸法(mm)
曲げ性能（等級）

(     常態曲げ試験            湿潤曲げ試験　　）〇 〇

〇 〇 〇 〇1等 2等 3等 4等

〇 JIS A 5905 MDF Ｇ

施工箇所 厚さ(mm)
表裏面の状態に

よる区分
曲げ強さによる

区分
接着剤による

区分
難燃性による

区分

〇 接合具等

造作材の化粧面の釘打ち

〇 隠し釘打ち 〇 釘頭埋め木 〇 つぶし頭釘打ち

[6.5.3]

〇 釘頭現し

諸金物の形状・寸法・材質

かすがい

〇 改修標準仕様書[表6.5.3]に示す程度の市販品で、

[表8.20.1]のF種程度の亜鉛メッキを施したもの

〇

形状　： 寸法　： 材質　：

座金

〇 改修標準仕様書[表6.5.4]に示す程度の市販品で、

[表8.20.1]のF種程度の亜鉛メッキを施したもの

〇

形状　： 寸法　： 材質　：

箱金物及び短冊金物

〇 改修標準仕様書[表6.5.5]に示す程度の市販品で、

[表8.20.1]のF種程度の亜鉛メッキを施したもの

形状　： 寸法　： 材質　：

〇

[6.5.3、4]

接着剤は可塑剤(難揮発性の可塑剤を除く)が添付されていないものとする

〇 接着剤

ﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ放散量 〇 F☆☆☆☆ 〇

[6.5.5]〇 防腐・防蟻・防虫

処理等 〇 防腐、防蟻処理を省略できる樹種による製材

適用部位（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

〇 工場における薬剤の加圧注入等

〇 改修標準仕様書[6.5.5](1)(a)①による加圧注入

適　用　部　材

〇

〇

〇

〇 〇

〇

保存処理性能区分

K2

K2

K3

K3

K4

K4

〇 改修標準仕様書[6.5.5](1)(a)②による加圧式保存処理

保存処理の性能 （　　　　　　）

ｲﾝｻｲｼﾞﾝｸﾞ

〇 適用する 〇 適用しない

〇 薬剤の塗布等による防腐・防蟻処理

薬剤の種類

〇 改修標準仕様書[6.5.5](1)(b)①による

〇 付属書A（規定）に基づく表面処理用木材保存剤による

〇

適用部位 （　　　　　　　　　　　　　　　　　 ）

処理方法

〇 改修標準仕様書[6.5.5](1)(b)②による

〇

〇 薬剤の接着剤への混入による防腐、防蟻処理

適用部位（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

〇 合板、集成材、単板積層材の薬剤の加圧注入等によるK3防腐・防蟻処理

適用部位（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

〇 不燃処理木材等

〇 不燃材料

準不燃材料

適用部位 （　　　　　　　　　　　　　　　　　 ）

適用部位 （　　　　　　　　　　　　　　　　　 ）

適用部位 （　　　　　　　　　　　　　　　　　 ）

〇 難燃材料

〇 内部間仕切軸組及び

床組 〇 間仕切軸組に用いる木材の樹種名

〇 杉又は松（製材を用いる場合） 〇

[6.5.6]

[6.5.7]

〇 床組に用いる木材の樹種名

〇 杉又は松（製材を用いる場合） 〇

〇 土間ｽﾗﾌﾞの類の場合の土台、転ばし大引き及び転ばし根太

〇 ひのき又は[6.5.5]による保存処理木材 〇

〇 窓、出入口その他

〇 窓、出入口その他に用いる木材の樹種名

〇 吊元枠、水掛けの下枠及び敷居はひのき、その他は松又は杉

（製材を用いる場合）

〇

[6.5.8]

[6.5.9]

〇 床板張り

〇 壁及び天井下地

〇 緑甲板及び上りかまちに用いる木材の樹種名

〇 ひのき（製材を用いる場合） 〇

〇 壁胴緑、野縁受桟、野縁及び吊木に用いる木材の樹種名

）
（

（ 〇 25形  〇 19形 ）

補強方法

〇 軽量鉄骨天井下地

野縁等の種類

屋外 （ 〇 19形　〇 25形 ）屋内

〇 屋外の軒天井、ﾋﾟﾛﾃｨ天井等

野縁受、吊りﾎﾞﾙﾄ及びｲﾝｻｰﾄの間隔

周辺部の端からの間隔

〇 900程度 〇

〇 図示 〇

野縁の間隔 〇 300程度 〇

工法

１章　適用区分による風圧力の（　〇 1.0　〇 1.15　〇 1.3　）

倍の風圧力に対応した工法

既存の埋込ｲﾝｻｰﾄ 〇 使用する 〇 使用しない

あと施工ｱﾝｶｰの引抜き試験

〇 行う　試験箇所数 〇 屋内の場合、当該階において3箇所

（　　　） 箇所〇

確認強度 〇 吊りﾎﾞﾙﾄ受け等の間隔が900mm以下かつ天

井面構成部材等の単位面積あたりの質量

が20㎏/㎡以内の天井の場合は400N程度

〇 （　　　） N

〇 吊りﾎﾞﾙﾄの間隔が900mmを超える場合

補強方法 〇 図示 〇

〇 天井のふところが1.5m以上3.0m以下の場合

補強方法 〇 図示 〇

〇 図示 〇

〇 天井のふところが3.0mを超える場合

〇 屋内外への耐震補強

〇 行う

補強箇所

補強方法

〇 図示 〇

〇 図示 〇

〇 行わない

[6.6.2～4] 〇 ビニル床タイル Ｇ

〇 TT（単層ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙ(接着型)）

FT（複層ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙ(接着型)）

KT（ｺﾝﾎﾟｼﾞｼｮﾝﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙ）

FOA（置敷きﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙ(置敷き型)）

FOB（置敷きﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙ(置敷き型)）

〇

〇

〇

〇

〇

〇

無地

柄物

300×300

450×450

500×500

2.0

2.5

3.0

〇 〇

〇 〇

〇〇

〇 〇

〇 ビニル幅木

材質の種類

高さ(mm)

厚さ(mm)

〇

〇

〇

軟質

60

1.5以上

〇

〇

〇

硬質

75 100〇

[6.8.2]

[6.8.2]

見切り、押え金物

材質

種類

形状等

（　　　　　　　　　　　　　　　）

（　　　　　　　　　　　　　　　）

〇 図示 〇

〇 カーペット敷き Ｇ

〇 ﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄ

帯電防止

及び

防汚加工品

〇 ﾙｰﾌﾟﾊﾟｲﾙ

〇 ｶｯﾄﾊﾟｲﾙ

ｶｯﾄ、ﾙｰﾌﾟ併用〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

第一種

第二種

第一種

第二種

第一種

第二種

500×500

6.5

6.5500×500

500×500

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

6.5

色柄 〇 無地 〇 柄物

ﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄの敷き方

（平　　場）

（階段部分）

〇

〇

〇 模様流し 〇

〇 模様流し 〇

市松敷き

市松敷き

[6.9.2、3]

〇

〇

厚さ

大きさ

間伐材等の適用 適用する〇 〇 適用しない

〇 複合ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ

工法

樹種

種別

間伐材等の適用

〇

〇

〇

釘留め工法

なら

A種

（ 〇 根太張り 〇 直張り　）

〇

〇 接着工法

〇

〇

B種

適用する

〇 C種

適用しない〇

〇 合成樹脂塗床 [6.10.2～3]

〇厚膜型塗床材

弾性ｳﾚﾀﾝ樹脂系塗床

〇厚膜型塗床材

ｴﾎﾟｷｼ樹脂系塗床

薄膜型塗床材〇

薄膜流し展べ工法

厚膜流し展べ工法

樹脂ﾓﾙﾀﾙ工法

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇平滑仕上げ

防滑仕上げ

つや消し仕上げ

平滑仕上げ

防滑仕上げ

平滑仕上げ

〇 フローリング張り Ｇ

塗料のﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ放散量 〇 F☆☆☆☆ 〇

[6.11.2～6]

〇 単層ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ（ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞﾎﾞｰﾄﾞ1等）

工法 〇 釘留め工法 （ 〇 根太張り 〇 直張り　） 〇 接着工法

樹種 〇 なら 〇

間伐材等の適用 適用する〇 〇 適用しない

〇 単層ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ（ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞﾌﾞﾛｯｸ1等）

樹種 〇

種　別 施工箇所 工　法 仕上げの種類

〇 現場塗装仕上げ

〇 ｳﾚﾀﾝ樹脂ﾜﾆｽ塗り

〇

〇

〇

〇

生地のまま、ﾜｯｸｽ塗り

〇 ｵｲﾙｽﾃｲﾝの上、ﾜｯｸｽ塗り

既存ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞの塗装塗り替え

改修標準仕様書　表6.11.7による

B種

〇 畳敷き

種別 〇

〇

〇

A種

C種

D種〇

[6.12.2]

（ 畳表：〇 JS (特等麻糸)　　〇 J1 (1等麻糸)　）

（ 畳床：〇 PS-C20　　 〇 PS-C25　　 〇 PS-C30　　 ）

（ 畳床：〇 KT-I 〇 KT-Ⅱ 〇 KT-Ⅲ 〇 KT-K 〇 KT-N ）

接着工法の場合の裏面緩衝材

〇 合成樹脂発泡ｼｰﾄ 〇

ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ及び接着剤のﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ放散量 〇 F☆☆☆☆ 〇

ﾊﾟｲﾙの形状 種　類 施工箇所 寸　法 総厚さ(mm) 備　考

種　類 色　柄 寸　法 厚さ(mm) 備　考

〇 屋外の天井における耐風圧性を考慮した補強

〇 行う

補強箇所

補強方法

〇 図示 〇

〇 図示 〇

〇 行わない

〇 軽量鉄骨壁下地

ｽﾀｯﾄﾞ、ﾗﾝﾅｰの種類

〇 改修標準仕様書[6.7.3]によるｽﾀｯﾄﾞの高さによる区分に応じた種類

〇 図示

ｽﾀｯﾄﾞの高さが5.0mを超える場合

〇 図示 〇

出入口及びこれに準ずる開口部の補強

〇 標準仕様書(14.5.4)(5)による 〇

[6.7.3、4]

〇 接着剤 [6.8.2]

ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ、ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙ、ｺﾞﾑ床ﾀｲﾙ用接着剤のﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ放散量

〇 F☆☆☆☆

施工箇所の下地がｾﾒﾝﾄ系下地及び木質系下地以外の場合の接着剤の種別

〇 図示

〇

ビニル床シート Ｇ

〇

〇

ＦＳ(複層ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ) 無地

ﾏｰﾌﾞﾙ柄

柄物〇

〇 〇

目地処理する場合の工法 〇 熱溶接工法 〇

[6.8.2、3]

〇 特殊機能床材

〇帯電防止床ｼｰﾄ

〇

(　　　　　　　　　　 )

(　　　　　　　　　　 )

帯電防止床ﾀｲﾙ

(　　　　　　　　　　 )

〇視覚障害者用床ﾀｲﾙ

耐動荷重性床ｼｰﾄ〇

(　　　　　　　　　　 )

(　　　　　　　　　　 )

〇防滑性床ｼｰﾄ

防滑性床ﾀｲﾙ〇

(　　　　　　　　　　 )

形状

〇

〇 〇

〇

〇

〇 〇

〇

〇

〇

厚さ(mm)

[6.8.2]

種類の記号 色　柄 厚さ(mm) 備　考

種　類 寸　法 性　能 備　考

〇

6

内
装
改
修
工
事

続
き

）
（

6

内
装
改
修
工
事

続
き

）
（

6

内
装
改
修
工
事

続
き

）
（

6

内
装
改
修
工
事

続
き

●

● ● 2.0●

竹下 竹下

三笠中学校バリアフリー改修工事

建築改修工事特記仕様書⑻

A-42026/05



図面番号検　図作成者設計番号

縮　尺 日　付

特記事項
橋 口 建 築 設 計 事 務 所

Ａ図面名

工事名

管 理 建 築 士 　 1級 建 築 士 　 橋 口 辰 朗 　 Ｎ Ｏ ， 1 8 3 5 5 0

（橋口）（橋口）

1級建築士事務所　知事登録　第 1－ 5－ 53号　ＴＥＬ 72-1424

配置図

沈砂池

Co

至国道３８９号

配置図　Ｓ＝1：700

麺処はし

出光ＧＳ

よしもと歯科クリニック

Ａコープ三笠店

脇本地区公民館

三笠中学校

黒木医院

Ｎ

附近見取図

附近見取図

三 笠 中 学 校 バ リ ア フ リ ー 改 修 工 事

かりやぞの

Ｓ＝1：700

1号棟 2号棟

21号棟 19号棟ＷＣ

倉庫

ハウス

駐
輪
場
跡

柔
剣
道
場

弓
道
場

体
育
倉
庫

至国道３８９号

市
道
　
平
畑
線

市
道
　
上
原
桐
野
線

至
　
市
道
　
皆
五
郎
線

市道　皆五郎線

至　県道阿久根赤瀬川線

真北

三笠中学校

体育館

5

Ｒ８年５月



図面番号検　図作成者設計番号

縮　尺 日　付

特記事項
橋 口 建 築 設 計 事 務 所

Ａ図面名

工事名

管 理 建 築 士 　 1級 建 築 士 　 橋 口 辰 朗 　 Ｎ Ｏ ， 1 8 3 5 5 0

（橋口）（橋口）

1級建築士事務所　知事登録　第 1－ 5－ 53号　ＴＥＬ 72-1424

三 笠 中 学 校 バ リ ア フ リ ー 改 修 工 事

Ｓ＝1：250

工事箇所キープラン図　Ｓ＝1：250

工事箇所キープラン図

階段 階段

増打部分

スロープ部分

スロープ部分

踊場部分

踊場部分

スロープ部分 スロープ部分 スロープ部分

コンクリート新設部分

スロープ部分

ＷＣ

ＷＣ

倉庫

スロープ部分

スロープ部分

Ｄ Ｄ Ｄ

Ｄ

Ｄ

Ｄ

Ｄ

Ｄ

Ｄ Ｄ

Ｄ

Ｄ

Ｄ

Ｄ

1

1

2

5

7

8

スロープ部分
Ｄ

9

11 11 12

スロープ部分
Ｄ

10

増打部分
Ｄ

11

スロープ部分
Ｄ

4

踊場部分
Ｄ

1

13

14

14

15 16

スロープ部分
Ｄ

6

水平部分
Ｄ

6

階段
Ｄ

3

手摺り：Ｃ

踊場部分
Ｄ

1

手摺り：Ａ

手摺り：Ｂ

手摺り：Ｄ

手摺り：Ｅ

手摺り：Ｆ

1号棟

柔
剣
道
場

2号棟

21号棟
19号棟

6

Ｒ８年５月



X1 X2 X3 X4 X5 X6 X7 X8 X9 X10 X11 X12 X13 X14 X15 X16

手摺り支柱取付位置平面図　Ｓ＝1：100

踊り場

3,000 3,000 3,000 3,000 3,000 3,000 3,000 3,000 3,000 3,000 3,000 3,000 3,000 3,000 3,000

1,095

手摺りＥ：ステンパイプ34φ（新設）

手摺り支柱：ステンパイプ34φ（新設）

手摺りＤ：ステンパイプ34φ（新設）

手摺り支柱：ステンパイプ34φ（新設）

45,000

スロープ

図面番号検　図作成者設計番号

縮　尺 日　付

特記事項
橋 口 建 築 設 計 事 務 所

Ａ図面名

工事名

管 理 建 築 士 　 1級 建 築 士 　 橋 口 辰 朗 　 Ｎ Ｏ ， 1 8 3 5 5 0

1級建築士事務所　知事登録　第 1－ 5－ 53号　ＴＥＬ 72-1424

（橋口） （橋口）三 笠 中 学 校 バ リ ア フ リ ー 改 修 工 事

Ｓ＝1：200

Ｓ＝1：100

ポーチ

ｽ
ﾛｰ
ﾌ
ﾟ

DN

100 2,900

3,000 3,000 3,000 3,000 3,000 3,000 3,000 3,000 3,000 3,000 3,000 3,000 3,000 3,000 3,000

9,000 9,000 9,000 9,000 9,000 4,500

1,600

4,500 8,700

壁芯

壁芯

壁芯

壁芯

壁芯

壁芯

Ｘ

Ｙ

2
,
0
0
0

4
00

多目的室１多目的室２
（吹奏楽部室）

社会科準備室 理科準備室 理 科 室 校 長 室 相 談 室

ﾘｻｲｸﾙ置場

外部物置

外 廊 下 UP

ＵＰ

壁芯

壁芯

壁芯

壁芯

スノコ撤去5箇所

Ｎ

2.000×750×ｔ70

1,200

45,000

2
,4
00

1
5
,
4
0
0

スロープ

床：汚水φ50

床：汚水φ150雨水竪樋継手：φ100、6箇所

コンクリート増打部分

サッシレール水抜：100角目皿（ＳＵＳ）＋φ50エンビ5箇所

差筋アンカー：Ｄ10×450　＠300施工範囲

Ｄ

Ｄ

15

16

階段：コンクリート（新設）

コンクリート階段：既存のまま

階段：コンクリート（新設）

コンクリート階段：既存のまま

Ｄ

5

Ｄ

6

（新設）

スロープ、踊り場：コンクリート

床：汚水φ50

スロープ：コンクリート（新設）
Ｄ

4

手摺りＥ：ステンパイプ　34φ（新設）

嵩上：185

床：汚水φ50

嵩上：185

床：汚水φ100

竪樋100φ（既存のまま）

50φ（既存のまま）

嵩上：185 嵩上：185
嵩上：185

嵩上：185

スロープ
踊り場

UP UP

UP UP

ｽﾛｰﾌﾟ

X1 X2 X3 X4 X5 X6 X7 X8 X9 X10 X11 X12 X13 X14 X15 X16

2
,
0
00

2
,
4
7
5

3
,6
0
0

7
,
0
00

1
2
5

1
25

9
,
2
0
0

6
,2
0
0

1,
50
0

2,
6
85

2,
6
00

3
,6
0
0

4
,
95
0

65

7

Ｒ８年５月１号棟　改修平面図　　手摺り支柱取付位置平面図

１号棟１階平面図　Ｓ＝1：200

Y1

Y2

Y4

Y5

Y6

Y1

Y2

Y4

Y5

Y6

手摺り：C

こて目地@3000



図面番号検　図作成者設計番号

縮　尺 日　付

特記事項
橋 口 建 築 設 計 事 務 所

Ａ図面名

工事名

管 理 建 築 士 　 1級 建 築 士 　 橋 口 辰 朗 　 Ｎ Ｏ ， 1 8 3 5 5 0

1級建築士事務所　知事登録　第 1－ 5－ 53号　ＴＥＬ 72-1424

（橋口） （橋口）

Ｓ＝1：200

Ｓ＝1：50

三 笠 中 学 校 バ リ ア フ リ ー 改 修 工 事

Ｒ８年５月

8

柔剣道場・１号棟　改修平面図

Y3 Y3

ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ(新設)

踊り場：ｺﾝｸﾘｰﾄ増打

ｽﾉｺ(既存)

ｽﾛｰﾌﾟ：ｺﾝｸﾘｰﾄ(新設)

踊り場：ｺﾝｸﾘｰﾄ増打

ｽﾛｰﾌﾟ：ｺﾝｸﾘｰﾄ(新設)

階段：ｺﾝｸﾘｰﾄ(新設) 階段：ｺﾝｸﾘｰﾄ(新設)

ｺﾝｸﾘｰﾄ階段：既存のまま

階段：ｺﾝｸﾘｰﾄ(新設)

ｺﾝｸﾘｰﾄ階段：既存のまま

ｺﾝｸﾘｰﾄ増打部分

竪樋75φ 嵩上：140

多目的室2

(吹奏楽部室)

ｽﾛｰﾌﾟ：ｺﾝｸﾘｰﾄ(新設)

下足入：解体撤去(木製)

解体撤去後ﾓﾙﾀﾙ刷毛引ﾘｼﾝ吹付蛇口解体撤去後ｷｬｯﾌﾟ止処理(5箇所)

ｺﾝｸﾘｰﾄ壁解体撤去後ﾓﾙﾀﾙ刷毛引ﾘｼﾝ吹付

手洗い場解体撤去後ﾓﾙﾀﾙ刷毛引ﾘｼﾝ吹付

1.650x1.050xD300

下足入：解体撤去(木製)
(ｺﾝｸﾘｰﾄ)

手洗場：解体撤去

60x150xt10

ｽﾉｺ撤去(2,000x500xt30)

ｽﾉｺ撤去(2.150x470xt70)2箇所

ｽﾉｺ撤去(1.700x300xt70)

ﾉﾝｽﾘｯﾌﾟﾀｲﾙ撤去

1.800x500

泥落ﾏｯﾄ撤去(SUS)
ﾁｪｯｶｰﾌﾟﾚｰﾄ撤去(1340x320x5)

ﾁｪｯｶｰﾌﾟﾚｰﾄ撤去(1220x320x5)

ﾁｪｯｶｰﾌﾟﾚｰﾄ撤去(1220x320x5)

（吹奏楽部室）

多目的室２

2.000x600xt75 2枚重ね

ﾁｪｯｶｰﾌﾟﾚｰﾄ撤去(1200x320xt5)

ｽﾉｺ撤去(930x450xt30)

側溝蓋ｺﾝｸﾘｰﾄ(既存のまま)

手洗場撤去(ｺﾝｸﾘｰﾄ)

下足入撤去(木製)1.650x1.050xD300

ｽﾉｺ撤去

改修前手洗場・下足入正面図　Ｓ＝1：50

1,
0
5
0

4
5
0

2
80

多目的室１

3,000 3,000 3,000 3,000 3,000 3,000 3,000

9,000 9,000

1,600

ＵＰ

2
,
6
8
5

1
,
50
0

4
,
95
0

2,
6
00

3
,
60
0

9
,
2
0
0

6
,
20
0

6
5

壁芯

壁芯

壁芯

壁芯

社会科準備室

剣道

柔道

5,000 4,000 2,000 2,000

更衣室

Ｘ

Ｙ

3
,
9
0
0

3
,
9
00

3
,9
0
0

4
,1
6
5

3
,
00
0

3
,
9
0
0

多目的室１

3,000 3,000 3,000 3,000 3,000 3,000 3,000

9,000 9,000

1,600

ＵＰ

2
,
6
8
5

1
,
50
0

4
,
95
0

2,
6
00

3
,
60
0

9
,
2
0
0

6
,
20
0

6
5

壁芯

壁芯

壁芯

壁芯

社会科準備室

剣道

柔道

5,000 4,000 2,000 2,000

Ｘ

Ｙ

ス
ロ
ー

プ

Ｄ
1

更衣室

ＮＮ

改修前手洗場・下足入平面図　Ｓ＝1：50

100 1,340 100100

10
0

31
0

1,540 1,650

1
5
,
40
0

13,000

1
5
,
40
0

13,000

225
1,650

3
,
9
0
0

3
,
9
00

3
,9
0
0

4
,1
6
5

3
,
00
0

3
,
9
0
0

X1 X2 X3 X4 X5 X6 X7 X1 X2 X3 X4 X5 X6 X7

改修前柔剣道場１階平面図　Ｓ＝1：200 改修前１号棟１階平面図　Ｓ＝1：200 改修後柔剣道場１階平面図　Ｓ＝1：200 改修後１号棟１階平面図　Ｓ＝1：200

Y1

Y2

Y4

Y5

Y6

Y1

Y2

Y4

Y5

Y6

(現状仕様に合わせる)

(現状仕様に合わせる)

(現状仕様に合わせる)

Ｄ
1

Ｄ

1

Ｄ
2

Ｄ

3

Ｄ
4

Ｄ

15

Ｄ
5

Ｄ

16



2,000

2,000

2,000

2,000

3
,
1
25

3
,
12
5

図面番号検　図作成者設計番号

縮　尺 日　付

特記事項
橋 口 建 築 設 計 事 務 所

Ａ図面名

工事名

管 理 建 築 士 　 1級 建 築 士 　 橋 口 辰 朗 　 Ｎ Ｏ ， 1 8 3 5 5 0

1級建築士事務所　知事登録　第 1－ 5－ 53号　ＴＥＬ 72-1424

（橋口） （橋口）

Ｓ＝1：200

UP

ｼ
ｬ
ｯ
ﾀ
ｰ

ホール

←

↑
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既存側溝底板
既存側溝底板

±0 ±0

図面番号検　図作成者設計番号

縮　尺 日　付

橋 口 建 築 設 計 事 務 所

Ａ図面名

工事名

管 理 建 築 士 　 1級 建 築 士 　 橋 口 辰 朗 　 Ｎ Ｏ ， 1 8 3 5 5 0

（橋口）（橋口）

1級建築士事務所　知事登録　第 1－ 5－ 53号　ＴＥＬ 72-1424

三 笠 中 学 校 バ リ ア フ リ ー 改 修 工 事
特記事項

D-3部分詳細図
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3
,
7
4
0

1,420

1
2
0

7
4
0

5
00

5
0
0

5
0
0

5
0
0

5
00

5
0
0

3
,
7
40

1,420

6
0
1
8
7

1
50

90 90

1
00

12
0

3,740 3,740

1
3
0

4
5
5

2
1
5

6
7
0

67
0

67
0

1
30

3,740

500 500 500 740500500 500

450

150

8
0
0

1
3
3
.3

1
33
.
3 1
3
3
.31
3
3.
3

13
3
.3

1
3
3
.3

8
50

20
0

1
5
0

1
2
0

1
0
0

350

1
3
0

6
7
0

2,950

90 260

±0

±0

改修後　D-3階段　平面詳細図　1/30 改修後　D-3階段　階段内側　西側姿図　1/30 改修後　D-3階段　北側姿図　1/30

改修後　D-3階段　東側姿図　1/30

改修後　D-3階段　A断面　1/30

改修前　D-3階段　平面詳細図　1/30

改修前　D-3階段　A断面　1/30 改修前　D-3階段　東側姿図　1/30

既存土間

既設鉄骨柱

あと施工ｱﾝｶｰ
D10-@300

UP

ｽ
ﾛ
ｰﾌ
ﾟ

A 手摺りC

手摺りC 手摺りA
ﾓﾙﾀﾙ塗り金ｺﾞﾃ押え

既存のまま
-215

-670

ﾉﾝｽﾘｯﾌﾟﾀｲﾙ(150x60)　8枚x6段

UP ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し(B種) ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し(B種)

手摺りA 手摺りC 手摺りC

ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し(B種)
水洗い工法

自転車置場の既存土間

-215

手摺りA

+130

A

-670

1-D13

D10-@300

撤去　ｺﾝｸﾘｰﾄｽﾛｰﾌﾟ

解体撤去：ｺﾝｸﾘｰﾄｽﾛｰﾌﾟ

撤去：縞鋼板

ｶｯﾀｰ入れ

自転車置場の既存土間

撤去：砕石 掘削

+130

撤去：木製ｽﾉｺ2枚

ｺﾝｸﾘｰﾄｶｯﾀｰ入れ

A

Ｒ８年５月Ｓ＝1：30

150 150 150 150

1,
1
4
0

1,
1
4
0

ｺﾝｸﾘｰﾄ　刷毛引き仕上

基礎基礎

410

あと施工ｱﾝｶｰD10-@200x2本

300

1
0
0

1
5
0
1
5050

21
5

基礎図 1/42.4

既存のまま

ﾓﾙﾀﾙ塗り金ｺﾞﾃ押えA

ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し(B種)

D10-@200

21
5

1
50

3
65

1
5
0



3,000

3,000

1
0
01
2
0

12
0

1
0
0

1
2
0

2,950 220

3,17050

3,000

1
2
0

1
0
0

3,000

2,950 220

3,17050

3,000

1
3
0

X1 X2

±0

±0 ±0

±0 ±0

Ｎ

ｽﾛｰﾌﾟ

Ｎ

U
P

外廊下

ﾘｻｲｸﾙ置場

多目的室2

外廊下

ﾘｻｲｸﾙ置場

多目的室2

+130 +170

+140

+200

+385

X2 X1

Y4 Y4

X1 X2

X1 X2

X1 X2 X1 X2

X1 X2

Y4 Y4

X1 X2

改修後　D-4ｽﾛｰﾌﾟ　北側姿図　1/30

改修後　D-4ｽﾛｰﾌﾟ　A断面　1/30

改修前　D-4ｽﾛｰﾌﾟ　A断面　1/30

改修前　D-4ｽﾛｰﾌﾟ　平面詳細図　1/30

改修後　D-4ｽﾛｰﾌﾟ　平面詳細図　1/30

図面番号検　図作成者設計番号

縮　尺 日　付

橋 口 建 築 設 計 事 務 所

Ａ図面名

工事名

管 理 建 築 士 　 1級 建 築 士 　 橋 口 辰 朗 　 Ｎ Ｏ ， 1 8 3 5 5 0

（橋口）（橋口）

1級建築士事 務所　知事登録　 第1－5－ 53号　 ＴＥＬ 72-1424

三 笠 中 学 校 バ リ ア フ リ ー 改 修 工 事
特記事項

D-4部分詳細図

16

60

60

1
,
70
0

70 2,880 220 60

1
20

50

1
,
70
0

2,950 220

3,17050

3,110

1
0
0

8
5

10 02
3
5

3,110

3
5
5

5
0

±0

手摺りC

手摺りC

ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し(B種)+130

+130
+355

既存ｺﾝｸﾘｰﾄのまま
ｺﾝｸﾘｰﾄ金ｺﾞﾃ押え

既存：水洗い工法

U
P ｽﾛｰﾌﾟA A
+135 +370

1/13.2

ｺﾝｸﾘｰﾄ金ｺﾞﾃ押え

+140
+385

-82

ｺﾝｸﾘｰﾄ金ｺﾞﾃ押えｽﾛｰﾌﾟ部：ｶﾗｸﾘｰﾄ刷毛引き仕上
ﾜｲﾔｰﾒｯｼｭ6φ 150*150

ﾜｲﾔｰﾒｯｼｭ6φ150x150

切込再生砕石

差し筋ｱﾝｶｰD10-@300

撤去：ｺﾝｸﾘｰﾄ土間

ｺﾝｸﾘｰﾄｶｯﾀｰ ｺﾝｸﾘｰﾄｶｯﾀｰ

A A

撤去：ｺﾝｸﾘｰﾄ土間
カ
ッ
ター

カ
ッ
ター

Ｒ８年５月Ｓ＝1：30

ｽﾛｰﾌﾟ部：ｶﾗｸﾘｰﾄ刷毛引き仕上



3,000

3,000

階段室

校長室 廊下

U
P ｽﾛｰﾌﾟ

側
溝

+210

+370

+240

ｺﾝｸﾘｰﾄ土間

側
溝

+170 +170 +210

+265
外廊下

階段室

+200 +200 +240

校長室 廊下

外廊下 外廊下

Y4

X15 X16

Y4

X15 X16

改修後　D-6ｽﾛｰﾌﾟ　平面詳細図　1/30

改修前　D-6ｽﾛｰﾌﾟ　平面詳細図　1/30

Ｎ

Ｎ

+250

改修後　D-6ｽﾛｰﾌﾟ　北側姿図　1/30

2
5

1
00

1
0
0±0 ±0

外廊下 階段室

X15 X16

改修前　D-6ｽﾛｰﾌﾟ　A断面詳細図　1/30

2
5

1
0
0

1
0
0±0 ±0

外廊下 階段室

X15 X16

改修後　D-6ｽﾛｰﾌﾟ　A断面詳細図　1/30

±0±0

外廊下

X16 X15

±0±0

X16 X15

外廊下

改修前 1/42.4

工事名 設計番号 作成者 検　図 図面番号特記事項
三 笠 中 学 校 バ リ ア フ リ ー 改 修 工 事 橋 口 建 築 設 計 事 務 所

17
1級建築士事務所　知事登録　第 1－ 5－ 53号　ＴＥＬ 72-1424

図面名 縮　尺 日　付 Ａ
D-6部分詳細図 管 理 建 築 士 　 1級 建 築 士 　 橋 口 辰 朗 　 Ｎ Ｏ ， 1 8 3 5 5 0

（橋口） （橋口）

4,100

ｽﾛｰﾌﾟ

手摺りE ｽﾛｰﾌﾟ面：ｶﾗｰｺﾝｸﾘｰﾄ刷毛引き仕上 ｺﾝｸﾘｰﾄ金ｺﾞﾃ押え

+355 +210

ｺﾝｸﾘｰﾄ金ｺﾞﾃ押え

+225U
P

1/13.8

+385 +240

撤去：ｺﾝｸﾘｰﾄ土間

ｺﾝｸﾘｰﾄｶｯﾀｰ入れ ｺﾝｸﾘｰﾄｶｯﾀｰ入れ

A A

Ｒ８年５月Ｓ＝1：30

2
50

1
8
5

2,000 2,100

撤去：土間ｺﾝｸﾘｰﾄ
カ
ッ
ター

カ
ッ
ター

撤去：砕石

1
2
0 10

0

8
5

1
0
0

3,000

2,1002,000

9001,100

2
50

1
8
5

1
4
5

ｺﾝｸﾘｰﾄt120(新設)木ｺﾞﾃ仕上げ
ﾜｲﾔﾒｯｼｭφ6 150角 ｺﾝｸﾘｰﾄt120(新設)木ｺﾞﾃ仕上げ

ｽﾛｰﾌﾟ面：ｶﾗｰｺﾝｸﾘｰﾄ刷毛引き仕上 ﾜｲﾔﾒｯｼｭφ6 150角

差筋ｱﾝｶｰD10x450 @300切込再生砕石
切込再生砕石

3,000

2,100 2,000

900 1,100

1
8
5

1
7
03
5
5

2
1
0

2
20

1
0

手摺りＥ

ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し(B種)

ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し(B種)

水洗い工法

3,000

2,100 2,000

900 1,100

ｶｯﾀｰ入れ撤去：ｺﾝｸﾘｰﾄ立上り

1/42.4改修後



図面番号検　図作成者設計番号

縮　尺 日　付

特記事項
橋 口 建 築 設 計 事 務 所

Ａ図面名

工事名

管 理 建 築 士 　 1級 建 築 士 　 橋 口 辰 朗 　 Ｎ Ｏ ， 1 8 3 5 5 0

（橋口）（橋口）

1級建築士事務所　知事登録　第 1－ 5－ 53号　ＴＥＬ 72-1424

Ｄ
部分詳細図

コンクリート（既存）

コンクリート（既存）
鉄骨柱（既存）

鉄骨柱（既存）

コンクリート（新設）

7

三 笠 中 学 校 バ リ ア フ リ ー 改 修 工 事

4,200

ワイヤメッシュφ6　150角

≒7,200

既存土間天端既存土間天端

1
0

20

差し筋アンカーＤ10×450　＠300
差し筋アンカーＤ10×450　＠300

コンクリートｔ120打設　木ゴテ押え

Ｄ－7部分詳細図

≒2,650

既存部分 新設部分 新設部分 既存部分

5
0

差し筋アンカーＤ10×450　＠300
差し筋アンカーＤ10×450　＠300

改修後Ｙ－Ｙ断面詳細図　Ｓ＝1：30
改修後Ｘ－Ｘ断面詳細図　Ｓ＝1：30

改修前Ｘ－Ｘ断面詳細図　Ｓ＝1：30

コンクリートｔ120打設　木ゴテ押え

ワイヤメッシュφ6　150角

鉄骨柱（既存）

鉄骨柱（既存）

改修前Ｙ－Ｙ断面詳細図　Ｓ＝1：30

300≒2,350

50

切込砕石

コンクリート

スノコ撤去（下地共）

鉄骨柱（既存）
土間仕上天端

Ｙ

4,200

差筋アンカー：Ｄ10×450　＠300施工範囲
3
0
0

Ｘ

≒
2
,
3
5
0

Ｘ

≒4,780

Ｙ

Ｙ

Ｘ

≒7,200

Ｘ

鉄骨柱（既存）

差筋アンカー：Ｄ10×450　＠300施工範囲

≒
2
,6
5
0

差筋アンカー：Ｄ10×450　＠300施工範囲

コンクリートｔ120（新設）木ゴテ押え

ワイヤメッシュφ6　150角

Ｙ

≒6,350

2,030 2,030

コンクリート（既存）

≒2,290

スノコ（撤去）

スノコ：杉板ｔ25、根太、杉材45×45＠400（撤去）

鉄骨柱（既存）

コンクリート（既存）
コンクリート（既存）

3
0
0

≒
2
,
3
50

コンクリート（既存）

改修前平面図　Ｓ＝1：100 改修後平面図　Ｓ＝1：100

改修前平面図　Ｓ＝1：50
改修後平面図　Ｓ＝1：50

スノコ（撤去）

コンクリート（解体撤去）

7
0

Ｓ＝1：50

Ｓ＝1：30

Ｓ＝1：100

盛土、転圧（新設）

≒
5
0

コンクリート（既存）

鉄骨柱（既存）

コンクリート（既存）

コンクリート（既存）

タイル仕上（既存）

コンクリート（既存）

切込砕石（既存） 切込砕石（既存）

切込砕石（既存）
切込砕石（既存）

5
0

5
0

7,200

2
,
3
50

18

Ｒ８年５月

切込再生砕石ｔ100

切込再生砕石

解体撤去部分（コンクリート、切込砕石）

解体撤去部分（コンクリート、切込砕石）

切込砕石（解体撤去）

解体撤去部分（コンクリート、切込砕石）

切込再生砕石ｔ100

解体撤去部分（コンクリート、切込砕石）



ｽﾛｰﾌﾟ：防滑ｼｰﾄ張り(新設)

磁器ﾀｲﾙ張り(既存)

ｺﾝｸﾘｰﾄ(既存)

一部コンクリートにビス止め

根太：杉材45×60（加工）ａ≒310

ａ24構造用合板下地

床：防滑シート張り

埋木：取外し可能

根太：杉材45×60(加工)

a24構造用合板下地

埋木：防滑ｼｰﾄ張り(取外し可能)

杉材：50×≒50

切込砕石(既存)
ｺﾝｸﾘｰﾄ(既存)

差筋ｱﾝｶｰ：D10×450 @300施工範囲

ｽﾛｰﾌﾟ：ｺﾝｸﾘｰﾄt120、ｶﾗｰｸﾘｰﾄ刷毛引(新設)

ﾉﾝｽﾘｯﾌﾟﾀｲﾙ（既存）

差筋ｱﾝｶｰ：D10×450 a300施工範囲

Ｄ
部分詳細図

8

図面番号検　図作成者設計番号

縮　尺 日　付

特記事項
橋 口 建 築 設 計 事 務 所

Ａ図面名

工事名

管 理 建 築 士 　 1級 建 築 士 　 橋 口 辰 朗 　 Ｎ Ｏ ， 1 8 3 5 5 0

（橋口）（橋口）

1級建築士事務所　知事登録　第 1－ 5－ 53号　ＴＥＬ 72-1424

三 笠 中 学 校 バ リ ア フ リ ー 改 修 工 事

Ｄ－8・Ｄ－9部分詳細図
Ｓ＝1：10

Ｓ＝1：30
Ｓ＝1：100 Ｓ＝1：50

根太受：45×60加工

コンクリートにビス止め

木工室床天端

50

1
10

1
10

切込砕石（既存）

コンクリート（既存）

1
10

1,350

Ｄ
部分詳細図

9

≒
1,
90
0

≒
8
0
0

埋木：50×70×1,900

ｽﾛｰﾌﾟ

1,350

木工室

根太：杉材45×60（加工）　＠≒310

根太受：杉材60×90（加工）

木工室木工室

鉄骨柱（既存）

既存ｺﾝｸﾘｰﾄ土間

±0 ｺﾝｸﾘｰﾄｶｯﾀｰ部を示す

2,231.9

1,800

2,
20
0

撤去：ｺﾝｸﾘｰﾄ

正面図

木工室

UP

2,
20
0

正面図

新設：ｽﾛｰﾌﾟ
柱

柱

新
設

：
ｽ
ﾛｰ
ﾌ
ﾟ

柱柱
解
体

撤
去

：
ｺﾝ
ｸ
ﾘｰ
ﾄ
土
間

側
面

図

側
面

図

±0

UP

+145

1
,
4
14
.1

+145

1/12.4
ｽﾛｰﾌﾟ

袖部分：打ち放し面補修

袖
部

分
：
打

ち
放
し

面
補

修

袖部分：打ち放し面補修

A

A

A

A

U
P

UP

側溝

ﾎﾟｰﾁ

木工室

袖部分：打ち放し面補修

B

1,800

切込砕石（既存）
ｺﾝｸﾘｰﾄ（既存）

≒
2
9
0

1
4
5

1,800

10
0

ｺﾝｸﾘｰﾄt120、ｶﾗｰｸﾘｰﾄ刷毛引（新設）

ﾜｲﾔﾒｯｼｭφ6 150角

盛土、転圧（新設）

差し筋ｱﾝｶｰD10×450 ＠300

1 2
0

差筋ｱﾝｶｰD10x450@300

1
4
5

1,800

撤去：ｺﾝｸﾘｰﾄ土間

1
2
0

1
0
0 12

0
1
0
0

既存渡り廊下土間

ｺﾝｸﾘｰﾄ舗装

既存渡り廊下土間

ｺﾝｸﾘｰﾄ舗装

ｺﾝｸﾘｰﾄ厚120の上ｶﾗｸﾘｰﾄ刷毛引

1
2
0

1
0
0

切込再生砕石

ﾜｲﾔｰﾒｯｼｭ150*150

切込砕石(既存)

ｺﾝｸﾘｰﾄ(既存)

磁器ﾀｲﾙ張り(既存)

改修後B断面詳細図

改修後断面詳細図　Ｓ＝1：30改修前A断面詳細図　Ｓ＝1：30

ｶｯﾀｰ入れ

ｶｯﾀｰ入れ

改修後平面図　Ｓ＝1：100改修前平面図　Ｓ＝1：100 改修後床伏図　Ｓ＝1：100

改修後埋木廻り断面詳細図　Ｓ＝1：10改修前断面詳細図　Ｓ＝1：30 改修後断面詳細図　Ｓ＝1：30

改修前平面図　Ｓ＝1：50 改修後平面図　Ｓ＝1：50
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Ｒ８年５月

1/50 1/50

1/30

1
/
5
0

1
/
5
0

切込再生砕石t100（新設）

解体撤去部分（ｺﾝｸﾘｰﾄ、切込砕石、ﾉﾝｽﾘｯﾌﾟﾀｲﾙ）

解体撤去部分（コンクリート、切込砕石）



すきとり

10
0

5
0

13
0

解体撤去部分(ｱｽﾌｧﾙﾄ、ﾉﾝｽﾘｯﾌﾟﾀｲﾙ)

ｺﾝｸﾘｰﾄにﾋﾞｽ止め
根太：杉材45x75(加工)

ｺﾝｸﾘｰﾄにﾋﾞｽ止め
根太受：60x75加工

t20杉板下地
防滑ｼｰﾄ張り

ｺﾝｸﾘｰﾄにﾋﾞｽ止め
根太：60x75加工

杉材：50x60加工

t20杉板下地

埋木：防滑ｼｰﾄ張り(取外し可能)

ﾉﾝｽﾘｯﾌﾟﾀｲﾙ(新設)
増打ｺﾝｸﾘｰﾄt120

ｷｼﾗﾃﾞｺｰﾙ(外部用)3回塗り

1
,
53
0

ｱｽﾌｧﾙﾄ(既存)

ｺﾝｸﾘｰﾄ(既存)

側溝(既存)

袖部分：180x20杉材加工

ﾓﾙﾀﾙ補修部分

50

ｺﾝｸﾘｰﾄ(既存)

ｱｽﾌｧﾙﾄ解体撤去部分
ﾉﾝｽﾘｯﾌﾟﾀｲﾙ(既存)撤去

側溝(既存)

2
,
8
7
0

1
,
5
3
0

増打ｺﾝｸﾘｰﾄt120

ﾓﾙﾀﾙ補修部分

側溝(既存)

ｺﾝｸﾘｰﾄ(既存)

ｺﾝｸﾘｰﾄ(既存)

ﾉﾝｽﾘｯﾌﾟﾀｲﾙ(新設)

根太：45x75 @≒290

ﾓﾙﾀﾙ補修部分

ﾉﾝｽﾘｯﾌﾟﾀｲﾙ(新設)

ｺﾝｸﾘｰﾄ(既存)

側溝(既存)

ﾉﾝｽﾘｯﾌﾟﾀｲﾙ(新設)

ﾉﾝｽﾘｯﾌﾟﾀｲﾙ(既存

ｺﾝｸﾘｰﾄ(既存)

1,
9
5
0

4
5
0

既
存

コ
ン
ク

リ
ー

ト
部

分
既
存

ア
ス

フ
ァ
ル

ト

部
分

2
,
8
7
0

5
0

2,0352,035

1,830

1
,
95
0

1,830

1
,9
5
0

5
0
0

4
5
0

ｽﾛｰﾌﾟ：防滑ｼｰﾄ張り

側溝(既存)

ｺﾝｸﾘｰﾄ(既存)

ｱｽﾌｧﾙﾄ(既存)

ｽﾛｰﾌﾟ：防滑ｼｰﾄ張り

側溝(既存)

ｺﾝｸﾘｰﾄ(既存)

ｱｽﾌｧﾙﾄ(既存)
ﾓﾙﾀﾙ補修部分

根太：45x75 @≒325

ﾓﾙﾀﾙ補修部分

袖部分：180x20杉材(加工)
ｷｼﾗﾃﾞｺｰﾙ(外部用)3回塗り

図面番号検　図作成者設計番号

縮　尺 日　付

特記事項
橋 口 建 築 設 計 事 務 所

Ａ図面名

工事名

管 理 建 築 士 　 1級 建 築 士 　 橋 口 辰 朗 　 Ｎ Ｏ ， 1 8 3 5 5 0

（橋口）（橋口）

1級建築士事務所　知事登録　第 1－ 5－ 53号　ＴＥＬ 72-1424

Ｄ－10・Ｄ－11・Ｄ－12部分詳細図

三 笠 中 学 校 バ リ ア フ リ ー 改 修 工 事

Ｄ
部分詳細図

11

Ｄ
部分詳細図

12

※外部使用木材は、特記ナキ限り（注入剤処理）とする。

※外部使用木材は、特記ナキ限り（注入剤処理）とする。

ﾉﾝｽﾘｯﾌﾟﾀｲﾙ撤去後ﾓﾙﾀﾙ補修
(50x50)

ﾓﾙﾀﾙ補修部分

(新設)
ﾉﾝｽﾘｯﾌﾟﾀｲﾙ

ｺﾝｸﾘｰﾄt120(新設)
ﾜｲﾔﾒｯｼｭφ6 150角

ﾜｲﾔﾒｯｼｭφ6 150角
ｺﾝｸﾘｰﾄt120(新設)

ｱｽﾌｧﾙﾄ(既存)

ｱｽﾌｧﾙﾄ(既存)
ｱｽﾌｧﾙﾄ(既存)

ﾉﾝｽﾘｯﾌﾟﾀｲﾙ撤去後ﾓﾙﾀﾙ補修

1-D10

D10-@250

(50×50)
ﾓﾙﾀﾙ補修部分

(新設)
ﾉﾝｽﾘｯﾌﾟﾀｲﾙ

改修後断面詳細図　Ｓ＝1：30改修前断面詳細図　Ｓ＝1：30

1
6
0

160 1,790 1,080 500 160 1,790

1,950

5
0
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0

1,080 450
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≒
8
0

50

1－Ｄ13

1－Ｄ10

改修前断面詳細図　Ｓ＝1：30

1
6
0

160 1,790 1,080 500

改修後断面詳細図　Ｓ＝1：30

160 1,790

1,950

5
0

2
5
0

1,080 450

1,530

≒
8
0

50

1－Ｄ13

1－Ｄ10
差し筋アンカーＤ10×450　＠250

3,530

1
6
0

350

250

70

5
0

3,530

1
6
0

350

250

70

5
0

差し筋ｱﾝｶｰD10×450 @250

埋木：取外し可能

根太：杉材45×75(加工)@≒325

側溝(既存)

ｱｽﾌｧﾙﾄ(既存)

ﾉﾝｽﾘｯﾌﾟﾀｲﾙ(既存)撤去

ｱｽﾌｧﾙﾄ解体撤去部分

ｺﾝｸﾘｰﾄ(既存)

切込砕石(既存)

D10-@250

1-D10

防滑ｼｰﾄ張り

t20杉板下地

根太：杉材45x75(加工)@≒325

ｺﾝｸﾘｰﾄにﾋﾞｽ止め

埋木：取外し可能

ｺﾝｸﾘｰﾄにﾋﾞｽ止め

根太：60x75加工

根太受：60x75加工

ｱｽﾌｧﾙﾄ解体撤去部分

ｱｽﾌｧﾙﾄ(既存)

ﾉﾝｽﾘｯﾌﾟﾀｲﾙ(既存)撤去

側溝(既存)
ｺﾝｸﾘｰﾄ(既存)

切込砕石(既存)

ｺﾝｸﾘｰﾄ(既存)

切込砕石(既存)

ｺﾝｸﾘｰﾄ(既存)
切込砕石(既存)

根太：60×75加工
ｺﾝｸﾘｰﾄにﾋﾞｽ止め

根太受：60×75加工
ｺﾝｸﾘｰﾄにﾋﾞｽ止め

防滑ｼｰﾄ張り
t20杉板下地

改修後埋木廻りＤ－11，Ｄ－12断面詳細図　Ｓ＝1：10

≒
7
5

50

ｺﾝｸﾘｰﾄ(既存)
切込砕石(既存)

改修後床伏図　Ｓ＝1：100改修後平面図　Ｓ＝1：100改修前平面図　Ｓ＝1：100

改修前平面図　Ｓ＝1：100 改修後平面図　Ｓ＝1：100 改修後床伏図　Ｓ＝1：100

X1 X2 X1 X2

Ｄ
部分詳細図

10

改修前平面図　Ｓ＝1：100 改修後平面図　Ｓ＝1：100

ｺﾝｸﾘｰﾄ(既存)

ﾉﾝｽﾘｯﾌﾟﾀｲﾙ(既存)

ｱｽﾌｧﾙﾄ(既存)

既
存

ｱ
ｽ
ﾌ
ｧ
ﾙﾄ
部
分

既
存
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ﾝｸ
ﾘ
ｰ
ﾄ
部

分

1
,
6
0
0

1,1001,8001,300

既
存

ｱ
ｽ
ﾌ
ｧ
ﾙﾄ
部
分

既
存
ｺ
ﾝｸ
ﾘ
ｰ
ﾄ
部

分

1
,
6
0
0

UP

ｽ
ﾛ
ｰ
ﾌ
ﾟ

U
P

ｽﾛｰﾌﾟ(ｺﾝｸﾘｰﾄ新設)

ﾉﾝｽﾘｯﾌﾟﾀｲﾙ一部)

解体撤去部分(ｱｽﾌｧﾙﾄ、

改修前断面詳細図　Ｓ＝1：30

1,600

ｶｯﾀｰ入れを示す。

1,8001,300 1,100

ﾓﾙﾀﾙ塗り

1,600

ｺﾝｸﾘｰﾄ(既存)
切込砕石(既存)

13
0

70

5
0

撤去：ﾉﾝｽﾘｯﾌﾟﾀｲﾙの一部
　　　ｺﾝｸﾘｰﾄ

1 2
0

10
0

ｺﾝｸﾘｰﾄt120(新設)

2
1
191

撤去:ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装
　　 砕石

ﾜｲﾔ-ﾒｯｼｭφ6 150角

改修後断面詳細図　Ｓ＝1：30

差し筋ｱﾝｶｰ
D10-@300

5
0

ｽﾛｰﾌﾟ：ｶﾗｰｸﾘｰﾄ刷毛引仕上

ﾓﾙﾀﾙ補修

70

5
00

ﾉﾝｽﾘｯﾌﾟﾀｲﾙ(既存)撤去

ｱｽﾌｧﾙﾄ解体撤去部分

20

Ｒ８年５月
Ｓ＝1：100

Ｓ＝1：10

Ｓ＝1：30

切込再生砕石t100

切込再生砕石t100

切込再生砕石



根太：杉材45x75(加工)@≒308.75

t24構造用合板下地

一部ｺﾝｸﾘｰﾄにﾋﾞｽ止め

床：防滑ｼｰﾄ張り

切込砕石(既存)

ｺﾝｸﾘｰﾄ(既存)

根太：杉材45x75(加工)@≒290

t20杉板下地

根太受：75x45(加工)

根太：75x65(加工)
ｺﾝｸﾘｰﾄにﾋﾞｽ止め

埋木：取外し可能 防滑ｼｰﾄ張り

ｺﾝｸﾘｰﾄにﾋﾞｽ止めｺﾝｸﾘｰﾄにﾋﾞｽ止め

2
,
2
0
0

ＸＸ

準備室

2
,
0
6
5

廊下

既存上り框

袖部分：杉材20×150張り（新設）

キシラデコール（内部用）3回塗り

スロープ：防滑シート張り（新設）

踊り場：防滑シート張り（新設）

1
60

手摺りＦ：ステンパイプφ38（新設）

Ｙ

Ｙ

床：無垢フローリング張り（既存）

100角磁器タイル張り（既存）

準備室

根太受：90×90（加工）

既存上り框

廊下

2
,
2
0
0

2
,0
6
5

Ｘ Ｘ

図面番号検　図作成者設計番号

縮　尺 日　付

特記事項
橋 口 建 築 設 計 事 務 所

Ａ図面名

工事名

管 理 建 築 士 　 1級 建 築 士 　 橋 口 辰 朗 　 Ｎ Ｏ ， 1 8 3 5 5 0

（橋口）（橋口）

1級建築士事務所　知事登録　第 1－ 5－ 53号　ＴＥＬ 72-1424

Ｄ
部分詳細図

Ｄ
部分詳細図

14

13

改修前断面詳細図　Ｓ＝1：30

1,8001,800

改修前平面図　Ｓ＝1：100

コンクリート（既存）

Ｄ－13・Ｄ－14部分詳細図

改修後床伏図　Ｓ＝1：100

コンクリート（既存）

改修後平面図　Ｓ＝1：100

コンクリート（既存）

袖部分：180×20杉材（加工）

三 笠 中 学 校 バ リ ア フ リ ー 改 修 工 事

スロープ：防滑シート張り

改修後断面詳細図　Ｓ＝1：30

キシラデコール（外部用）3回塗り

※外部使用木材は、特記ナキ限り（注入剤処理）とする。

根太：45×75　＠≒290

Ｓ＝1：100

Ｓ＝1：10
Ｓ＝1：30

※柱脚取付台座：SUS304　ｔ3×80φ＃400ミガキ

※手摺り、支柱：SUS304　ｔ1.5× 38φ＃400ミガキ 横桟：SUS304　ｔ1.5×27.2φ＃400ミガキ

Ｙ

Ｙ

改修後床伏図　Ｓ＝1：100

コンクリートビス止め

手摺り取付丸座（ＳＵＳ）ｔ3×70φ

コンクリート壁（既存）

手摺りＦ：ステンパイプ38φ

支柱：ステンパイプ38φ

支柱取付断面図　Ｓ＝1：10

815

床：100角磁器タイル張り（既存）

コンクリート壁（既存）

袖部分：杉材20×180加工

キシラデコール（内部用）3回塗り

手摺り取付丸座　（ＳＵＳ）ｔ3×70φ手摺りＦ：ステンパイプ　38φ（新設）

160900 900155 815815

≒295 2,0652,200

改修後Ｙ－Ｙ断面詳細図　Ｓ＝1：30

根太受：杉材90×90（加工）

寸切りボルト12φ

グリップアンカー

根太：杉材45×75（加工）＠308.75
床：無垢フローリング張り（既存）

廊下

準備室

100角磁器タイル張り（既存）

改修前平面図　Ｓ＝1：100

床：無垢フローリング張り（既存）

改修後平面図　Ｓ＝1：100

根太：杉材45×75（加工）＠≒308.75

一部コンクリートにビス止め

上り框：無垢材（既存）

床：無垢材フローリング張り（既存）

床：100角磁器タイル張り（既存）

1
80

8
50

袖部分：杉材20×180加工

キシラデコール（内部用）3回塗り

床：防滑シート張り

ｔ24構造用合板下地
柱脚取付台座（ＳＵＳ）ｔ3×80φ

手摺りＦ：ステンパイプ　38φ（新設）

150 980 170

改修後Ｘ－Ｘ断面詳細図　Ｓ＝1：30

根太受：90×90（加工）
寸切りボルト12φ

グリップアンカー

80

寸切りボルト12φ

グリップアンカー

根太受取付詳細図　Ｓ＝1：10

寸切りボルト12φ

グリップアンカー

根太受取付詳細図　Ｓ＝1：10

根太受：杉材90×90（加工）

根太：杉材45×75（加工）＠308.75

根太受：杉材90×90（加工）

根太：杉材45×75（加工）＠308.75

改修後埋木廻り断面詳細図　Ｓ＝1：10

8
5
0 コンクリート（既存）

切込砕石（既存）

コンクリート（既存）

切込砕石（既存）

コンクリート（既存）

切込砕石（既存）

コンクリート（既存）

切込砕石（既存）

1,300

250

1,300

1
4
0

1
4
0

1,850

1
,
8
00

1,850

1
,
8
00

50

14
0

160

1
80

85
0

100

200

1,300

150

1
5
0

杉材：60x60(加工)

埋木：防滑ｼｰﾄ張り

t20杉板下地

根太：75x65(加工)

ｺﾝｸﾘｰﾄにﾋﾞｽ止め

根太受：75x45(加工)

ｺﾝｸﾘｰﾄにﾋﾞｽ止め

防滑ｼｰﾄ張り

t20杉板下地

根太：杉材45x75(加工)

ｺﾝｸﾘｰﾄにﾋﾞｽ止め

21

Ｒ８年５月



改修後　姿図　1/30

改修後　D-15階段　A断面　1/30

改修前　D-15階段　平面詳細図　1/30

改修前　D-15階段　A断面　1/30

改修後　D-15階段　平面詳細図　1/30

工事名 設計番号 作成者 検　図 図面番号特記事項
三 笠 中 学 校 バ リ ア フ リ ー 改 修 工 事 橋 口 建 築 設 計 事 務 所

22
1級建築士事務所　知事登録　第 1－ 5－ 53号　ＴＥＬ 72-1424

図面名 縮　尺 日　付 Ａ
D-15部分詳細図 管 理 建 築 士 　 1級 建 築 士 　 橋 口 辰 朗 　 Ｎ Ｏ ， 1 8 3 5 5 0

（橋口） （橋口）
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1
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1
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0

1
0
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0

1,700 360

1
2
0
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0
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5

1,700

1
2
6
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1
26
.3 12

6
.
3

1
2
6
.
3

15
0

3
55

450 350 350 350

1,500

1
0
0

100

1
2
0

120

2,100 200

±0 ±0

±0

±0

外廊下

教室 外廊下

埋木：木製70*70 
L≒1,870 取外し可能

ｺﾝｸﾘｰﾄ土間

外廊下

排水路 排水路

UP

排水路 排水路

側壁部配筋

±0

Y4

Y4

教室 外廊下

Ｎ

Ｎ

UP
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手摺り：Ｂ ※　SUSは304 400#仕上げとする。

手摺り：Ａ ※　SUSは304 400#仕上げとする。
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